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○出席委員（５名） 

   教 育 長  竹 内 道 則     教育長職務代理者  清 水 健 一 

   委    員  山 本 ふみこ     委    員  渡 邉 一 衛 

   委    員  小 出 正 彦 

 

○事務局出席者 

教 育 部 長 福 島 文 昭 教育企画課長 渡 邉 克 利 

指 導 課 長 秋 山 美栄子 統括指導主事 小 澤 泰 斗 

指 導 主 事 髙 丸 一 哉 指 導 主 事 長谷川 美 穂 

指 導 主 事 中 島 裕 人   

────────────────────────────────────────────── 

○日  程 

   １．開  会 

   ２．議  案 

     議案第11号 令和２年度使用小学校教科用図書採択について 

     議案第12号 令和２年度使用中学校教科用図書（特別の教科 道徳以外）採択

について 

   ３．協議事項 

     （１）令和２年度使用小学校教科用図書採択について 
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午前 ９時３０分開会 

────────────────────────────────────────────── 

◎開会の辞 

○竹内教育長 ただいまから令和元年第３回教育委員会臨時会を開会いたします。 

  初めに、会議録署名委員の指名を行います。 

  本日の会議録署名委員は、武蔵野市教育委員会会議規則第36条の規定により、議長に

おいて清水委員、山本委員、私、竹内の３名を指名いたします。 

これより議事に入りますが、７月３日に行われた第７回教育委員会定例会において、

会議は公開で行うことと決定しておりますので、傍聴の方には既に入室していただいて

おります。 

  本日は協議事項、議案の順に進めたいと思います。 

────────────────────────────────────────────── 

◎協議事項 

○竹内教育長 協議事項１、令和２年度使用小学校教科用図書採択の候補についてを議題

といたします。 

  説明をお願いします。 

  指導課長。 

○秋山指導課長 それでは、本日の協議事項でございます令和２年度から５年度に使用す

る小学校教科書の採択についてご説明いたします。 

  初めに、この小学校教科書採択について、本日に至るまでの経緯をご説明いたします。 

  資料１、令和２年度使用小学校教科用図書採択及び中学校教科用図書（特別の教科 

道徳以外）採択についてをごらんください。 

  義務教育諸学校では、各教科の授業において文部科学省の検定を経た教科書を使用す

ることが義務づけられています。原則、教科書の採択期間は４年と決められており、義

務教育諸学校が設置されている区市町村の教育委員会が採択をします。 

  今回の教科書採択を行うに当たり、教育委員会で円滑に採択が行えるよう、資料等を

提供するために採択協議会を設置し、学識経験者やＰＴＡの代表、教員など、さまざま

な立場の方に委員としてお入りいただき、教科書に関する協議をしていただきました。

その際、実際の見本本や、次に説明いたします教科別調査委員会で作成した資料を参考

にしていただきました。 
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  教科別調査委員会は、採択協議会のもとに設置し、本市の小学校の教員の中から各教

科の指導において、専門性の高い実績ある教員を委員として委嘱し、広い視野から教科

書の種目ごとに調査研究を行い、調査研究資料を作成しました。また、各小学校に教科

書を回覧し、校長を初め教員の方々から、教科書の内容について、問題解決の学習過程

になっているか、児童が主体的に学べるか、用語の説明や資料が充実しているかなど、

教科指導における視点や写真やイラストが適切か、教科書の重さに配慮があるかなど、

細かい点にも多くのご意見をいただきました。 

  また、市民の皆様から広く意見をいただくために、去る５月21日から７月19日まで、

各教科書の見本本を市役所指導課教育推進室、中央図書館、吉祥寺図書館、武蔵野プレ

イスで展示いたしました。その際、29人の方が閲覧し、20件のご意見をいただきました。

また、教育委員会に２件、要望書が寄せられました。これらは既にごらんいただいてお

りますが、本日は中央の机上に置かせていただいております。 

  教育委員の皆様には、資料２にまとめておりますが、新学習指導要領における各教科

の目標を踏まえ、これまで多くの時間をかけながら、これらの資料や意見、要望をごら

んいただくとともに、採択の対象となる教科書に目を通していただき、それぞれの教科

書の内容や構成、特色について教科書研究を進めていただきました。そして、８月８日

には、非公開ではございましたが、第２回教育委員会臨時会を開催し、一つ一つの種目

について十分に時間をとって、教科書を確認しながら採択候補の案についてご協議をい

ただいたところでございます。 

  本日、改めて小学校用教科書の全種目について、学習指導要領の教科順にご協議をお

願いし、採択すべき教科書の候補をお決めいただきたいと思います。 

  初めに、事務局から採択協議会の協議結果や、それを踏まえて行われた８月８日の教

育委員会臨時会における協議結果についてご説明した後、教育委員の皆様のご意見をい

ただき、種目ごとに１つの候補を決めるという形で進めていきたいと考えております。 

  そして、全種目の協議の後、議案として改めてお諮りいたしますので、よろしくお願

いいたします。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 ただいまの説明に、ご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

  それでは、各教科書の協議に入ります。 

  まず、国語について協議を行います。 
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  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、国語についてご説明申し上げます。 

  国語の教科書は、東京書籍、学校図書、教育出版、光村図書出版の４者です。教科の

目標や教材についての考え方につきましては、既にごらんいただいておりますが、資料

２、小学校学習指導要領について、２ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における国語科の主な改訂の要点としては、理解したり、表現したり

するために必要な語句を身につけ、話や文章の中で使うことを通して、語感を磨き、語

彙を豊かにする指導の改善、充実。 

  論理的な思考力の育成につながる情報の扱い方に関する事項の新設や自分の考えの形

成に関する指導事項の位置づけ。我が国の言語文化に関する指導の改善、充実。学習課

程の一層の明確化を図り、各課程における学習の内容を改善、充実です。 

  さらに、教材については、資料２の２ページになりますが、３の（２）に教材は、次

のような観点に配慮して取り上げることとして、国語に対する関心を高め、国語を尊重

する態度を育てるのに役立つこと。伝え合う力、思考力や想像力を養い、言語感覚を養

うのに役立つこと。科学的、論理的に物事を捉え考察し、視野を広げるのに役立つこと

などが示されております。 

  採択協議会の協議では、学びの段階が２段階の東京書籍のような発行者と、４段階の

光村図書出版のような発行者があるが、主体的・対話的で深い学びを考えると４段階は

必要ではないか。 

  光村図書出版は、目次に情報のマークをつけて、情報活用能力に関する内容をわかり

やすく打ち出している。手引きのところを比べると、東京書籍より教育出版のほうがわ

かりやすい。ただ、教育出版の学習の手引きは、経験が長い教員にとっては丁寧過ぎる。 

  光村図書出版は、４段階の学びになっていて手引きは丁寧だが、児童が自分で考えて

取り組まないとできないようになっているなどの意見が出され、光村図書出版がよいの

ではないかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、光村図書出版を候補の案とすることで、一旦、協議が

まとまったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 では、説明と先日の協議会の協議を踏まえ、国語で採択する教科書の候補
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について、ご意見をお願いいたします。 

  清水委員。 

○清水委員 それでは、各者の特徴的なことからお話しします。 

  まず、東京書籍です。各学年、目次の次に、その学年で身につけるべき言葉の力がま

とめられていて、若手の教員にとって使いやすいのではないかということです。そして、

学年別で言うと第４学年のできがいいと。若手教員への配慮があって、児童が学びたく

なるような教材が多く、学習のまとめの工夫がいいと思います。そして、教材文の前に

あるねらい、言葉の力、つかむというのは、学習者が見通しをもって学ぶことができる

のではないかと思います。 

  次に、学校図書です。優しい文字、色合い、そして挿絵もとても魅力的です。若手教

員への配慮が感じられ、低学年と高学年によい教材が多いと思います。４学年の上では、

初め文学教材でないものが続くので、ここについてはやりにくいように思いました。 

  続いて、教育出版です。５学年のディベートの手法を生かした話し合いのテーマが

『ＡＩ』となっています。これは話し合いにとっては、とてもよいテーマだなと思いま

した。他者では、２学年に出ている教材の『スイミー』と『お手紙』が第１学年の下に

出ています。これは想像力豊かに読ませたい教材ですので、２学年で扱ったほうがよい

と思います。教材文の後の確かめよう、考えようの下の児童のキャラクターのつぶやき

が、学習者が考えようとするときの邪魔になっているのではないかと思いました。 

  続いて、光村図書出版です。低学年、特に１学年では若手教員への配慮を感じました。

全体を通して、深い学びにつながるよい教材文が多いです。特に第６学年です。さて、

この光村図書出版だけＱＲコードが出ています。低学年では余り必要ないかなと思って

見ておりましたが、高学年では授業で活用できるものがあります。まだ十分とは言えま

せんけれども、これから工夫してほしいと思いました。 

  ４者を比較して、若手教員への配慮が感じられるのは東京書籍と学校図書ですけれど

も、深い学びにつながる教材が多いのは光村図書出版であると思います。武蔵野市の児

童が学ぶ教科書としては、言葉の力をしっかり学ぶことのできる光村図書出版が、一番

ふさわしいのではと考えます。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 
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○山本委員 国語の教科書のレベルが全体的に上がっていることを感じました。単元の目

標、目当てですね、その明確さと学びやすさも、各者の工夫が感じられました。主体

的・対話的で深い学びをつくり出そうとすることが、編集方針に盛り込まれていたから

だと感じています。 

  私も、各者のことを少しずつ申し上げます。 

  東京書籍です。東京書籍だけが、教材に話す、聞く、の取り組みがあって、第１学年

から第６学年まで、この話す、聞く、の大切さというのが貫かれていると思いました。

特に第６学年の『よりよい対話について学ぼう』は、まとめとして配置されていて学び

やすい動線になっています。 

  学校図書です。学校図書は、第４学年で書くことと読むことがつながっているという

ことを証明する教材があると感じました。このつながりについて、私はとても大切だと

思っていて、書くことを一生懸命したことで読めるようになる。また、読むことによっ

て書けるようになるという、簡単に言うとそういうことになりますが、ここがしっかり

と押さえられていると感じました。そこにはとても感心いたしました。 

  教育出版です。教育出版は、読みものの選び方がとてもいいなと感じました。難しい

ものもあります。児童がこれを本当にちゃんと学べるか、受けとめることができるかと

いうせめぎ合いのようなものもあるかとも思いながら、そこでは学校内や、また家庭で

の学びを期待したいところでした。それから、かぎ括弧の使い方というような、これは

大人でも何となくいいかげんにしてしまいがちなところですけれども、この使い方を練

習する、学び直していくというような、そういう細やかな学び直しの姿勢を感じました。 

  それから、光村図書出版です。光村図書出版は、まずとにかくデザインが美しく、全

体に落ちついています。この体裁というのは、とても大切な部分だと思います。児童が

落ちついて、そしてときめきを抱きながら学習に取り組めるという点で、とても大切だ

と考えています。その点、光村図書出版の教科書の体裁は、とても美しくていいなと思

います。それから、詩の楽しみ方が第１学年から第６学年まで貫かれて置かれています。

第６学年のメディアと人間社会という記事があるんですけれども、ここでメディアとい

うこと、人間社会ということを取り上げながら、そのコミュニケーションの練習をして

いくという、そのことの必要性を大切に扱っているところ、これは本当に児童に示した

い点だと思って感心いたしました。言語能力の育成や情報活用能力の記載など、それか

ら今申し上げたデザインのことももちろんですけれども、光村図書出版を推薦したいと
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思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 私も、光村図書出版はよくできていると感じました。例えば、読む、聞く、

話す、書くというアイコンが光村図書出版はかなり充実していて、ガイドになっていま

す。それがテキストの途中にいろいろ出てくるという点でいいと思います。それから、

もう一つは、読む、聞く、話す、書く、の他に、別の目次がついていて、どういうこと

を学ぶかということが、目次の段階でわかるようになっていることから、大変親切にで

きていると感じました。ですから、私も光村図書出版がいいと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかは。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も、総合的に光村図書出版を推薦いたします。 

  以上です。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまで、今までいただいた皆様のご意見、それを伺った結果、国語につきましては

光村図書出版の教科書を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、国語にかかわる協議を終了いたします。 

  それでは、次に書写について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○秋山指導課長 それでは、書写についてご説明いたします。 

  書写につきましては、硬筆の指導は各学年で行い、毛筆を使用する書写の指導は第３

学年以上の各学年で行うこととなっております。 

  書写の教科書は、東京書籍、学校図書、教育出版、光村図書出版、日本文教出版の５

者です。 

  資料２、小学校学習指導要領についての３ページをごらんください。 
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  書写は国語の一部でございますので、書写としてだけの目標を示してありませんが、

２、内容の（３）我が国の言語文化に関する事項の項目に、２学年ずつ指導内容が示さ

れております。また、２、内容の取り扱いでは、書写の能力を学習や生活に役立てる態

度を育てるように配慮すること。硬筆を使用する書写の指導は各学年で行うこと。毛筆

を使用する書写の指導は第３学年以上の各学年で行うこと。また、毛筆を使用する書写

の指導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよう指導すること。各学年年間30単位時間

程度を配当することと示されております。 

  採択協議会の協議では、光村図書出版は、手本のページに運筆の見本が示されており、

始筆してから筆をその後どう動かすか、児童が意識できるところが教員は指導しやすい

のではないか。サイズが大きい東京書籍は、余り望ましくないのではないか。教育出版

は、他教科や実生活と関連させた内容の扱いが多いように感じるなどの意見が出され、

光村図書出版と教育出版がよいのではないかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、光村図書出版を候補の案とすることで、一旦協議がま

とまったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 では、説明と先日の臨時会での協議を踏まえ、書写で採択する教科書の候

補についてご意見をお願いします。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 どの会社も、最初に姿勢が写真入りで入っているところはとてもよいと感じ

ております。また、各お手本が、２ページにわたりまして入っているのがあります。習

字の道具を置きまして、それを置くと、机の上に置ききれないのではないかと心配して

おります。これが東京書籍、光村図書出版、日本文教出版で、各学年１つずつ。学校図

書が、各学年２つから４つずつありました。教育出版は、２ページにわたってのお手本

はございませんでした。 

  また、水書きシートについて、東京書籍、日本文教出版は、１学年、２学年について

おります。また、教育出版、光村図書出版は１学年だけ。学年図書はついておりません

でした。 

  そして、第３学年で筆の運びの力の入れぐあい、抜きぐあいにとってわかりやすいの

が光村図書出版と教育出版でした。 
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  総合いたしまして、私は教育出版がよいのではないかと推薦いたします。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 私も各者について少しずつお話しします。 

  学校図書です。学校図書は、第４学年の曲がりと反りの筆使い、第５学年の教室での

やりとり、第６学年のいろは歌についてという内容がとても特徴的だと感じました。特

に、第６学年のいろは歌については、市内の石碑のことを思いました。今、市内のお寺

や神者の石碑が少しずつ、文化財に指定されていて、そこの碑の文字がとても美しいん

ですね。それは拓本として用いることが、教科書のもとになっているということを思い

出したんです。こんな教科書をもとに、その武蔵野市の石碑の碑帖を学べるといいとい

うことも思いました。 

  光村図書出版です。漢字の点と画を丁寧に扱っているところが特によかったと思いま

す。巻末にシールがついているんですけれども、これはうまく使えるのかな。シールっ

て、うれしいんですけれども、うまく使うのは難しいなと感じて、これはどんなふうか

と心配になっています。お手本にポイントとなる課題が書かれていて、そのポイントを

意識しやすく、お手本が２色筆で書かれているのがよいと思います。 

  日本文教出版です。日本文教出版は、第１学年の始まりに指の運動があります。これ

はとてもおもしろいし、とてもよいと思いました。姿勢も大切ですけれども、指という

のもとても大切で、そこは感心いたしました。文字を書くときに、心を整えてしっかり

書き始めましょうというところから始まっています。この教科書には、過剰と感じると

ころが余りないのですが、文字の魅力にはもう少し迫れるのではないかと思いました。 

  私は、先ほど申し上げましたように、お手本のポイントとなる課題が書かれていて、

それを意識しやすいという点。それから、お手本が２色筆で書かれているという点から、

光村図書出版を推薦しています。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 全体的に光村図書出版が、いいと思いました。その一例として、光村図書出

版では、キャラクターの猫が、筆の運び方の格好をして伸びたりとか曲がったりとか、

わかりやすく書かれていて、なじみやすく、子どもたちが楽しみながら学べるのではな

いかと思いました。 
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  それから、光村図書出版は各ページの右上に、この各単元で何を学んでいくかという

ガイドが、それぞれの単元に全部載っています。それで学び、今、何を学んでいるかと

いうのがよくわかります。さらに言うと６年のところに書写ブックがついているのです

が、その書写ブックは、それまでに学んできた、例えば手紙の書き方だとか、はがきの

書き方とか新聞の書き方、ポスターをつくるときにどんなことを注意したらいいのかと

か、具体的な例が最後にまたまとめて載っている。中学になってもそういう考えが使え

るということで、その先の学びにつなげられるという点で、うまくまとめていると思い

ました。 

  今はＳＮＳで、スマホでやりとりすることが多いのですが、きちんとした文章を書く

というのは、自分の思いを書くということの大切さというのは、そういうところに出て

くると思います。このような点で光村図書出版はいいと思い推薦したいと思いました。 

○竹内教育長 ありがとうございます。 

  ほかいかがでしょうか。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 毛筆で平仮名を書くってなかなか難しいんですよね。特に結び、横結びとか

縦結びってあるんですけれども、なかなか難しいんですけれども、光村図書出版には筆

の面を意識することが大切だって出ているんです。筆の面を意識して指導するというの

は、指導者側にもとっても大事なことで、これが出ているというのはすごくいいと思っ

たんですが、それでは、筆の面はどちらを使うのかというところまで踏み込んで書かれ

ていると、なおよかった。ここのところで、平仮名が格好よく書けるか、格好よく書け

ないかというのが決まってきますので、こういうところを教科書では大事にしてほしい

なと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 さて、ここで光村図書出版と教育出版、意見が少し分かれたんですが、い

かがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私は教育出版を推しました。ほかの３名の皆さんが光村図書出版ということ

で、どれも児童にとってはよい教科書と思っておりますので、私も光村図書出版で皆様

と統一したいと思います。 

  結構です。 
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○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、書写につきましては光村図書出版

の教科書を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、書写にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、社会について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、社会についてご説明申し上げます。 

  社会の教科書は、東京書籍、教育出版、日本文教出版の３者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、３ページ、４ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における社会科の主な改訂の要点としては、世界の国々とのかかわり

や政治の働きへの関心を高めるような教育内容の見直し。自然災害時における地方公共

団体の働きや地域の人々の工夫、努力等に関する指導の充実。少子高齢化等による地域

社会の変化や、情報化に伴う生活や産業の変化に関する教育内容の見直し。社会に見ら

れる課題を把握して、その解決に向けて考察、構想することの重視。専門家や関係諸機

関等と連携し、社会とのかかわりを意識した活動の充実などが挙げられます。 

  採択協議会の協議では、日本文教出版は第４学年の学習で、防災的な中身も取り上げ

た自然とのつき合い方も入っている。 

  東京書籍は、学習上、出てくる言葉の解説が割と丁寧な印象を受ける。 

  教育出版は、第５学年の米づくりで、多くの学校が行く南魚沼市が取り上げられてい

るが、特に教科別調査委員会では話題とはならなかった。 

  東京書籍は、歴史編、政治国際編と分冊となっているが、扱いにくさはない。また、

児童のランドセルは重くなっており、分冊されることで軽量化されることはよい。東京

書籍は、今日的な課題としてＳＤＧｓが盛り込まれているなどの意見が出され、東京書

籍がよいのではないかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、東京書籍を候補の案とすることで、一旦協議がまとま

ったところでございます。 

  説明は以上でございます。 
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○竹内教育長 では、説明と先日の臨時会での協議を踏まえ、社会で採択する教科書の候

補について、ご意見をお願いします。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 社会は３者から出ているわけです。１者ずつ簡単に印象をお話ししたいと思

います。私は、いつも気にしているのは、初めのガイドのところにどのような内容が出

ているか、それが学びの仕方につながっていくので、そこをしっかり書いてくれている

といいと感じています。そういう観点も入れながら見させていただきました。 

  東京書籍については、学び方コーナーがしっかり記載されていて、見る、聞く、それ

から触れる等の前学年の学びの振り返りがきちんと載っているという点でいいと思いま

す。 

  それから、問題解決の流れとして、つかむ、調べる、まとめる、広げるというのがあ

りますが、最後の広げるは深い学びにつながるという学習過程がきちんと示されている。 

  ５年と６年は分冊になっていて、５年は上下で分かれていて、６年はまた違う分け方

で、政治と国際、それからもう１冊が歴史と、それまでと違う分冊の仕方になっている。

その辺が、教え方としてはどうなのかと感じましたが、特に、そういうことは余り問題

にならないだろうということをおっしゃっていただきました。ほかのテキストが随分重

くなっているので、分冊にして軽くしていると感じました。 

  それから、国連で、2015年にサミットで決まったＳＤＧｓの話ですが、これは皆さん、

ご存じだと思います。Sustainable Development Goalsの略で、全部で17個の国際目標

があって、さらに169のターゲットを決めて活動しています。私もいろいろな委員会に

出ると、社長さんがこのＳＤＧｓのバッジをつけていることが多いのです。これは今、

一般的になっているわけですから、きちんと載っているといいと思いました。そういう

点では、東京書籍はその17の目標のアイコン、色分けのアイコンがありますが、それが

きちんと載っていて、いいと感じました。 

  教育出版ですが、学習のガイドとか前学年の振り返り、見方、考え方のコーナーがあ

って、しっかり書けている。それから、学びの段階として、初めに学習問題をつくろう

というところがあって、問題意識を持って、それで課題に取り組むという特徴がよく出

ていました。 

  ただし、ＳＤＧｓについては、多少説明はあるけれども、肝心の17個のアイコンは特

に載ってなくて、プラスアルファでいろいろ説明して調べなくてはいけないという点で
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もう少し頑張って内容を記述していただけるとよかったと思いました。 

  日本文教出版については、ＳＤＧｓについて、この３者の中で一番よく出ています。

そういう点ではよかったけれども、初めのところの学習ステップが、わかりにくく、学

習の計画がありますが、わかりにくいと思いました。見る、調べる、読み取る等の活動

の関連性が、先ほどの学習課程のステップ等との連携関係が見えにくいので、工夫され

るといいと思いました。 

  全体的に見て、ＳＤＧｓもしっかり掲載されていて、学習プロセスも明確な表示にな

っているという点で、東京書籍が一番いいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 教科書の重さや大きさをはかりました。社会科の教科書は、５年生、６年生

が結構重くて、500グラム以上あるというのが心配かなと感じました。 

  東京書籍が、実は５・６年生の教科書が分冊になっておりまして、軽くしているかな

と感じております。 

  また、３年生で扱う題材ですけれども、東京書籍が福岡、教育出版、神奈川、日本文

教出版が愛媛と、武蔵野市から遠いところとなっております。武蔵野市の児童がぴんと

くるかなと心配しております。また、東京書籍では、消防だったかな、三鷹の事例が取

り上げられていて、身近でとてもいいと感じております。 

  教育出版、６年生の歴史のところですが、折り込みが２つありまして、はかってみた

ら１メートル10センチぐらいありまして、机に置きますと、児童の机でははみ出して扱

いづらいんではないかなと感じました。 

  総合的に、私は東京書籍がよいと感じております。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  清水委員。 

○清水委員 東京書籍ですけれども、第６学年の歴史編はオーソドックスな展開であるな

と思いました。構成やバランスのよさを感じます。 

  それから、教育出版ですけれども、写真や資料が充実しておりまして、見やすい工夫

がしてあります。第６学年の歴史においては、昭和とか戦中戦後の写真が多数掲載され

ていて、考えを深めることにつながるなと思いました。 
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  それから、日本文教出版ですけれども、資料がとても詳しくなっています。特に単元

導入のところの絵や写真などの資料は、主体的・対話的で深い学びにつながっていくな

と思いました。特に第６学年の歴史単元は、日本文教出版の内容が、とてもよいと思い

ました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 皆さんが詳しく言ってくださいましたので、私は一言。私は憲法の扱いとＳ

ＤＧｓの扱いがどうなっているかということを視点として教科書を読みました。 

  憲法の扱いの大切なことは言うまでもありません。ＳＤＧｓのほうは、持続可能な社

会のつくり手に必要な資質・能力というのが、ＳＤＧｓにつながっているということの

重要性を本当に感じずにはいられず、その点で私は東京書籍を評価して推薦しています。 

  以上です。 

○竹内教育長 これも少し分かれて。清水委員は、どちらかというと日本文教出版という

ことだったと思うんですが、他の方は東京書籍ということだったんですね。 

  いかがでしょう。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 歴史に限って言うと、私は日本文教出版が、一番、授業をする立場としては

深い学びにつながるかなと思っております。構成とかバランスとかということを考えた

ときに、東京書籍はよいと思うんですね。教育出版もよさがあるんですけれども、それ

ぞれ今日は話ししませんでしたけれども、この３者は個性的で違いがあるんです。先ほ

ど各委員から出ている東京書籍のよさというのは、私もよく認識しております。ですか

ら、個人的には日本文教出版がよいかなとは思いますけれども、市の教科書採択として

考えていったときに、東京書籍というのは選んでよい選択肢かなと思っております。 

○竹内教育長 それでは、お諮りします。 

  これまでにいただいた皆様の意見を伺った結果、総合的に考えると社会につきまして

は東京書籍の教科書を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 
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  以上で、社会にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、地図について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○秋山指導課長 それでは、地図についてご説明申し上げます。 

  地図の教科書は、東京書籍、帝国書院の２者です。 

  地図は社会の中で活用する教科用図書でございますので、地図としてだけの目標を示

してございませんが、資料２、４ページにございますとおり、第３、指導計画の作成と

内容の取扱い、１（３）47都道府県の名称と位置、世界の大陸と主な海洋の名称と位置

について、その都度、地図帳などを使って確認し、小学校卒業までに身につけ、活用で

きるようにすることや、２（２）全ての学年において、地図帳を活用することと示され

ております。 

  採択協議会の協議では、100万分の１サイズの中国地方を比較してみると、２者で情

報量が違う。東京書籍はかなり情報が混み合っているように感じる。縮尺ごとの表現の

違いを見比べる学習を行う際に、帝国書院が扱いやすいのではないか。 

  山が多い地方を見比べると、東京書籍は全体的に茶色が強く、本当に高い場所と高く

ない場所の区別がしにくく感じる。帝国書院は、比較的高低差を明確に捉えやすい印象

であるなどの意見が出され、帝国書院がよいのではないかと協議がまとまりました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、帝国書院を候補の案とすることで、一旦協議がまとま

ったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 それでは、地図で採択する教科書の候補について、皆様のご意見をお願い

いたします。 

  渡邉委員。 

○渡邉委員 ２者を見させていただいて、最近の地図は等高線や色分けだけでなく、山の

形とかでこぼこ感が結構出ていて、その辺が昔、我々が学んだ地図と大分違う。それが、

逆にまた災いしている部分もあると思うのです。地図というのは、等高線というのは非

常に大切で、それをベースにして高低差などがわかるということなので、等高線をでき

るだけ明示してほしい。そういう点で、帝国書院のほうが、その等高線が、はっきりで

もないのですが、薄く書かれているという点でよかったと思います。 
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  それから、もう一つ大切なのは、自分の場所はどこなのかという認識です。それを思

うと、武蔵野市がどのページに大きく出ているかということを比べてみると、どちらも

東京都とその周りというページに出ているのです。東京書籍は２ページで、それから帝

国書院は３ページにわたって開くのですが、そこにそれぞれ武蔵野市として、一番大き

い地図が載っていて、特に帝国書院は３ページになっていますから、非常にはっきり、

それから市と市の間の境界線、これも明確に載っている。武蔵野市の形は、犬の格好を

しているのですが、それがはっきりわかる。それから、隣接してどういうところがある

か、どういう境界線になっているかとか、そういう点で武蔵野市の子どもたちにとって

は、帝国書院の地図のほうがいいと思うのです。 

  先ほど文字の話が出ていましたが、文字も東京書籍よりも帝国書院のほうがわかりや

すく表現されていて、ごちゃごちゃ感が余りない。残念ながら東京書籍は、ごちゃごち

ゃ感があって、そういう点で武蔵野市の子どもたちにとっては、帝国書院の地図のほう

がいいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 小学生に戻ったら、１つやり直したいことがあるとしたら、地図帳と仲よく

するということなんです。もっと仲よくできたらよかったのにって思うことがあるんで

すけれども、武蔵野市の児童には、ぜひ地図帳と仲よくして、旅するようなときにも地

図帳を持って出かけるぐらいの人になってほしいなと思いながら選びました。 

  東京書籍のおもしろいところは、比べてみようという統計ページがあるんですけれど

も、そこに世界で使われている言語というのが入っているのがとてもよかったです。 

  それから、帝国書院。これはぱっと見たときの地図が見やすい、わかりやすいと感じ

ます。先ほど渡邉委員も言われたんですけれども、等高線で、やはり高さの高低差みた

いなことが認識できる、その感覚を持つことが大切だと思います。 

  それから、これはちょっとしたことですけれども、大事なことだと思うので申し上げ

ます。関東地方南部の地図で、西東京市と武蔵野市の位置が、実態と少し違って、並ん

でいるんですね。西東京市のほうがちょっと北側にあるはずなので、そこは少し残念だ

と思います。ご近所なので、特にそれを申し上げておきたいと思います。 

  しかし、帝国書院のほうは色彩への配慮もされていて、全体としては帝国書院を推し
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たいと思っています。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかに。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 渡邉委員もおっしゃったんですけれども、東京書籍と帝国書院の地図、同じ

ところを並べて比較したとき、帝国書院のほうが見やすいんですね。どうして見やすい

のかなって、比べたときに、ああそうかって思ったのは字体と字の大きさ、それから地

図の中の余白と言っても平野部だと緑、山地だと茶色、そういう色の部分が多いのが帝

国書院なんですね。東京書籍は、そういうところまで字がいっぱいあふれている。だか

ら、地図を見たときに、見やすいという視点は非常に大事だなと思っています。 

  そういう理由で、帝国書院がよいのではないかと思いました。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も見やすいという点で、やはり帝国書院を推薦いたします。 

  以上です。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、地図につきましては帝国書院の地

図を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、地図にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、算数について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、算数について御説明申し上げます。 

  算数の教科書は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、新興出版社啓林館、

日本文教出版の６者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、４ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における算数科の主な改訂の要点としては、日常生活、社会の事象、

数学の事象から問題を見出し、主体的に取り組む数学的活動のより一層の充実。小中学

校の教育を通じて、統計的な内容の充実。プログラミングを体験しながら、論理的思考
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力を身につけるための活動の工夫です。 

  採択協議会の協議では、学校図書は割合の学習の際に、４マス構成図を扱っており、

児童に混乱が起きるのではないか。また、教科書のサイズが大きいものは机上で扱う際

に取り扱いにくい。第５学年の正多角形の学習でプログラミングが扱われており、大日

本図書は詳しく書かれている。 

  プログラミング教育の扱いについては、東京書籍は記載されているが、児童が学習す

るところから随分後ろになっており、扱いにくいところがあるのではないか。 

  東京書籍の小学校第１学年入門期のノートがわりに扱える教科書は使い勝手がよい。

入門期の学習のみを取り上げているので、開きやすく指導しやすいなどの意見が出され、

東京書籍がよいのではないかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、東京書籍を候補の案とすることで、一旦協議がまとま

ったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 では、説明と臨時会での協議を踏まえ、算数で採択する教科書の候補につ

いて、ご意見をお願いします。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 それでは、各者の特徴からお話ししたいと思います。 

  まず、東京書籍ですけれども、第１学年が１と２という形で分かれていて、１が少し

大きいんですよね。これだけ大きいのでどうかなと思ったんですけれども、中を見てい

るとそれぞれ文字も大きいし、全てが大きい。これは、小学校に入った１年生の不安を

取り除くにはよいかなと思いました。学習の目当てが緑色の枠で、これも区別していて

わかりやすくなっています。若手、ベテランともに使いやすい教科書になっているので

はないかなと。それから、マイノートをつくろうというのが、各学年、出てくるんです

けれども、ノート指導に生かせると思いました。それから、主体的・対話的で深い学び

を実現するための教科書の構成になっているということを感じました。 

  それから、大日本図書です。これは全学年１冊になっています。系統的な学びができ

るというメリットがあるんですけれども、重さでは、１年生から重たい教科書なので、

そこのところは厳しいかなと思います。それから、第４学年の単元で、お菓子のパッケ

ージの写真が出てきていて、このパッケージに商品名が、全部じゃないんですけれども、
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一部、出ているんですね。子どもたちは、そういうものに気がそがれることがあります

ので、これはイラストにするか、あるいはどこの何というお菓子かわからないようにす

る配慮が必要ではないかなと思います。他者でも、そういうのを見受けられました。 

  それから、学年による差はありますけれども、確かめ問題、プライド、プラス１です

ね─などの問題の分量が適当だなと思います。それから、ノートの書き方に触れてい

るのもよいと思います。ただ、第５学年の平行四辺形の求積では、その学ぶ順序が少し

おかしいんですね。これはこういうことが言えますよと言ってから、言えますかという

のが次に出てくる。後で見ていただくとわかると思うんですけれど、ここのところが課

題だなと思います。 

  それから、学校図書ですけれども、教科書の構成がゆったりしていて圧迫感がないで

す。ごちゃごちゃしていると、算数、嫌だなと思ってしまったりするんですけれども、

余白が適度にあって、とても見やすい構成になっています。それから、学習のめあてが

シンプルでわかりやすくなっています。残念ですけれども、第６学年に考え方モンスタ

ーというのがあるんですね。これはもう見るからにアニメとかゲームの世界を感じさせ

るんですけれども、学習の本質でないものが出てきているというのは、いかがなものか

と思いました。 

  それから、教育出版です。第１学年のスタート、なかよしあつまれというのは見やす

くて、楽しく始められてよい配慮だなと思います。第１学年の教科書は、全体的に見や

すい工夫がされています。それから、友達ノートというノート指導の見本ですけれども、

先生のコメントが入っているのは、この教育出版なんですね。これはとてもよいと思い

ます。よい取り組みだと思います。ただ学年によっては、紙面がごちゃごちゃして見づ

らい学年がありましたので、そこのところが気になりました。 

  啓林館です。新規に学ぶ言葉と学習のまとめの枠囲いの色を分けていて、わかりやす

いなと思いす。それから、第６学年の対称的な図形の説明が丁寧で、まとめの問題もす

ばらしいと感じました。ただ、第１学年の最初のどきどき学校という大きな絵があるん

ですけれども、イラストとはいえ、ツクシが木よりも大きいんですね。こういったもの

は、大きさについては配慮してほしいなと思います。算数とは直接関係ないんですけれ

ども。 

  それから、日本文教出版ですけれども、第１学年の最初の友達の登場人物が笑顔で明

るいと、楽しい学習が始まるというわくわく感が感じられて、これは第１学年でとても
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大切だなと思います。字の大きさ、バランス、色合いがとても見やすいと思います。ど

の学年も、文字と余白のバランスがいいのではないかと。それから、巻末のしっかりチ

ェック、ぐっとチャレンジ、もっとジャンプという３段建ての復習があるんですけれど

も、これも工夫されてよいなと思いました。 

  ただ、残念なのが、これは他者でもあるんですけれども、キャラクターの児童の子ど

もがいろいろと吹き出しでつぶやくんですけれども、このつぶやきが学習者の考える機

会を奪ってしまうんですね。やはり教科書は、ヒント程度はよいけれども、子どもたち

が考えなくてはいけないことを教科書にどんどん載せていくというのは、やはりすべき

ではないと思います。 

  ６者の教科書を比較して、全体を見た見やすさ、構成のよさ、まとめの問題の内容や

ボリューム、主体的・対話的で深い学びにつながるような学習展開という視点で見たと

きには、東京書籍が武蔵野市の児童にとっては一番合うと考えました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかはいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 いろいろ紹介します。 

  大日本出版、こちらは第１学年から第６学年までが１冊になっておりまして、大変重

くなっております。 

  教育出版、啓林館、４年生までが分冊となっていまして、扱いやすいと思っておりま

す。 

  また、東京書籍、学校図書、日本文教出版、５年生までが分冊、上下巻になっており

まして、６年生からは１冊、教科書は重くないほうがいいと思っております。 

  また、東京書籍、教育出版、折り込みが１年生からありまして、上手に扱われるかは

心配しております。 

  また、東京書籍は、折り込みはあるが量は少なく、扱いやすいのではないかと思って

おります。使い勝手などを踏まえますと、東京書籍がよいのではないかと考えておりま

す。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 
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○山本委員 とても興味深く読ませていただきました。算数がからっきしだった小学生の

ころに戻って読みました。各者、少しずつ申し上げます。 

  大日本図書は、比例、反比例がわかりやすいと思いましたが、問題数が少ないのでは

ないかと思いました。 

  学校図書です。学校図書は、以上、未満、平均というような算数の広い世界をつかむ、

その手がかりになる言語が欄外に説明されているところがとても魅力的でした。第６学

年の別冊で、中学への接続が意識されているところも、とても感心しました。 

  教育出版。教育出版の教科書は、全体的にたたずまいがよいです。分数を先に学んで、

小数を後で学ぶというのが特徴になっています。第３学年でおこづかい帳をつけようと

いう学習があって、これはとてもいいと思いました。 

  啓林館は、今の世界のプロフェッショナルと算数の世界をつなげているところが、児

童の未来につながっていく、夢につながっていくとてもいいページです。 

  日本文教出版は、これもいろいろいいところがあって、大きな数を扱うところで、お

金とか、何かそういうものではなくて、世界の人口を取り上げていたり、数学とほかの

分野とつなげていくということが実感できる教科書づくりになっていて、このことはと

ても大切だと思いました。第４学年の下巻に、数のあらわし方と面積を求める工夫とい

うところがあって、つまり以前、学んだことがどれだけできるようになっているか、今

に生かせるかということの学び、繰り返し学ぶところがとてもわかりやすいと感じまし

た。 

  私は、東京書籍を推薦しています。それは、各者の中で一番問題解決的な学習を意識

していると感じたからです。それから算数の、つまり数学的な物の見方、思考というこ

とがあらわれているところ、そこにも魅力を感じたからでもあります。それから、これ

は一つ、教科書づくりのとても大切なルールだと思うんですけれども、いろんな記事の

出典があるんですけれども、その出典が何であるかということが、きちんと記載されて

いる、この姿勢も評価しています。それで、私は東京書籍を推薦したいと思っています。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 学び方という観点から、私もガイドとか、そういうところが気になるわけで

す。目次のところを見てみますと、東京書籍と大日本の２者が、前の学習と後の学習と
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いうことで、目次のところに、その先、どういうことにつながっていくのかが明確に出

ています。ほかの４者は、それが、前の学習は出ているのですが、後ろのほうは出てな

くて、その先どういうことをやっていくかという関連が、目次のところでちゃんと見え

るという点で、東京書籍と大日本はよかったと思いました。 

  ほかに皆さんおっしゃっていただいたので、プログラミングについて話します。プロ

グラミングは理科で主に取り上げているのですが、算数のところでも取り上げている者

があって、東京書籍は５年と６年でプログラミングの考え方の話が出ている。それから、

大日本も６年、それから学校図書は６年で出ている。小学校の段階では、プログラミン

グというのは、言語をこういう手順があって、その手順どおりにやると、こういう結果

が出るという内容を学んでほしいわけです。スクラッチという言語がでてきますが、そ

れを中心にして学ばせるというよりは、こういう手順を踏んでいくといいよねという、

そういう観点できちっと取り上げていただけるといいなと思っています。 

  そういう点では、学校図書は、数の並べかえということで、手順を中心にして書かれ

ていて、それは興味深く見させていただきました 

  ただ、東京書籍も数の並びかえ、６年で同じようにあるのですが、そこのところはス

クラッチという言語の話は余り出てなくて、いいかな。ただ、５年生のほうでスクラッ

チのプログラミングの言語的な内容が出ているので、それは５年生で急にそういうのを

学んでもちょっと大変かなと思いました。 

  全体的に見ますと、今の欠点もあるのですが、東京書籍がいいのではないかと思いま

した。 

  以上です。 

○竹内教育長 私も、委員の皆様が述べられたように、総合的には東京書籍がいいかなと

思うんです。私は、全教科を通じて、子どもたちの意欲とか関心をどういうふうに高め

るかなという、そういう視点を重要視して教科書の採択に当たっているんです。そうい

う意味で、山本委員も少し触れられていたんですが、教育出版の中で、単元の最初に、

例えば平均だとか割合とか、日常のことに結びつけて問いかけがあるというのは、そう

いう意味でよいんじゃないかなと思いました。ただ、総合的に考えると、私も東京書籍

がよいんではないかと思っております。 

○山本委員 ちょっといいですか。 

○竹内教育長 山本委員、どうぞ。 
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○山本委員 今、教育長が学校図書のことを言われたんですけれども…… 

○竹内教育長 教育出版です。 

○山本委員 以上とか未満とかじゃなく。 

○竹内教育長 じゃなくて。 

○山本委員 ああ、そうか。 

  じゃ、ちょっと違うんですけれども、私、最後まで学校図書と迷っていたんです。で

も、さっき清水委員も言われたんですけれども、学校図書の特に第３学年の上巻にチョ

コレートがいっぱい出てくるんですよね。算数に何となく苦手意識を持っている児童は、

チョコレートの世界にいっちゃうなという、その心配について言っておきたいと思いま

した。以上です。 

○竹内教育長 いかがですか。最終的には。いかがでしょう。 

○山本委員 最終的には東京書籍を選んだんです。学校図書のチョコレートのところも、

ちょっとマイナスだったんですよね。 

  以上です。ごめんなさい。 

○竹内教育長 渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 ついでにというか、先ほど清水先生がモンスターの話が出たのですが、キャ

ラクターとか、アイコンの使い方というのは、これから工夫していかなければいけない

と思います。キャラクターは何のために出しているのか。 

  実は、成蹊大学で教鞭をとっていたのですが、ソフトウエア開発をしていたんです。

そのときに、あるそろばんのソフトなのですが、初めのうちは先生方は、キャラクター

がいっぱい出てきて、楽しみながらやれるから、そのほうがいいっておっしゃっていた

んですね。だけど、やっているうちに、そういうところは省いて、本当に学びたいとこ

ろを、それだけを入れてほしいということで、つくり変えたときがありました。そうい

う点で、たくさんキャラクターが出てくるのはいいけれども、うまく整理して出してい

ただけるといいと思っていますので、ぜひ今後、各者工夫していただきたいと思います。

最小限必要な情報って何だろう、学んでほしいことって何だろう、それを明確にすると、

その辺が明確になっていくので、そのためにこういうキャラクターを使いましょう、こ

ういうアイコンを使いましょうとなってくると思いますので、出てくれる方がいいとい

うわけではない。まずその辺、今後、また採択のときに気をつけて見ていきたいと思い

ました。 
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  以上です。 

○竹内教育長 結論は変わらないですね。 

○渡邉委員 変わらないです。東京書籍でお願いしたいと思います。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまでいただいた皆様のご意見を伺った結果、算数につきましては東京書籍の教科

書が採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、算数にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、理科について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○秋山指導課長 それでは、理科についてご説明申し上げます。 

  理科の教科書は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、新興出版社啓林館の

５者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、４ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における理科の主な改訂の要点としては、知的好奇心や探究心を持ち、

自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を整理し、考察するな

どの科学的に探究する学習活動を充実させること。理科を学ぶことの意義や有用性の実

感。理科への関心を高めるため、日常生活や社会との関連を重視すること。プログラミ

ングを体験しながら、論理的思考力を身につけるための活動を工夫することなどです。 

  採択協議会では、第６学年の電気の利用でプログラミング教育が実施されるコンピュ

ーターを扱ったプログラミングを体験する電気の利用において、センサーを実際に使っ

た電気の利用を扱っているのは大日本図書と東京書籍である。大日本図書は、検討の流

れやノートのまとめ方が大変わかりやすい。写真もきれいなのでよい。東京書籍は、仕

事に結びつくという観点で見ると、つながりがあってよいなどの意見が出され、大日本

図書がよいのではないかと協議がまとめられました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、大日本図書を候補の案とすることで、一旦協議がまと

まったところでございます。 

  説明は以上でございます。 
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○竹内教育長 では、理科で採択する教科書の候補について、ご意見をお願いいたします。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 まず、全体を通して言えることからお話しします。 

  学びのプロセスを大切にした教科書が多くなっているなと思いました。ただ、主体

的・対話的で深い学びということで考えると、予想や結果から考えられることを大事に

しているかというところでは、各者に差があったと思います。 

  それから、算数でも申し上げましたけれども、児童が考えるべきこと、学習者が考え

るべきことをキャラクターや、児童のイラストがつぶやいてしまっているというのが、

ちょっと気になりました。もし載せるなら、ヒント程度にしてほしいなと思います。 

  それから、季節や分野を考えて単元配列をしてほしいと思いました。 

  それから、シンプルで見やすい紙面構成、これをお願いしたいと思います。 

  それから、ＱＲコードが取り上げられるようになってきたわけですけれども、内容を

見てみますと、まだまだ理科の授業に積極的に生かしていけるなという内容までには至

ってないなと、各者、思いました。 

  それから、写真はどの教科書もよかったと思います。特に地学領域ですね。写真から

考えることの多い地学領域では、やはりよい写真がたくさん入っているというのは、と

ても大切なことなのでいいと思います。 

  それでは、各者、長所と、それから残念だったところについて話をしていきたいと思

います。 

  まず、東京書籍です。 

  まず一番気になったのは、さまざまな大きさの文字が出ています。大きい文字は非常

に大きくて、小さい文字は小さい。大きい文字と小さい文字の間に、段階的にいろいろ

な大きさの文字があるのですが、これはちょっと見づらいです。やはり紙面が見やすい

というのは、教科書にとっては非常に大切なので、これかなり厳しいなと思います。そ

れから、ほかの会社でも多いのですが、東京書籍もキャラクターのつぶやきが非常に多

いです。学習者の考えようという気持ちを阻害するなと思いました。それから、写真は

とても充実しています。第５学年の流れる水の働き、第６学年の大地のつくり、とても

よいなと思います。それから、学びを生かして深めよう、これは内容が多くてよいと思

います。理科のひろばも、楽しいなと思いました。 

  続いて、大日本図書です。 
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  学習の流れが全ての単元で貫かれており、よいと思います。特に予想や結果について

の考察というところが、学習の中で大事に扱われていると思います。ただ、第４学年の

143ページ、ビーカーに入れた60度のお湯を注ぐ内容については、写真に手は写ってい

ないんですけれども、児童が素手でビーカーをつかんだら、熱くて落とす子がいるかも

しれません。ちょっと危険だなと思いました。それから、導入の写真で十分考えさせ、

問題づくりができるように配慮されているのはいいと思います。単月末の確かめようは、

学んだ知識を整理し、定着させるのによいと思います。そして、学んだことを生かそう

では、発展的に考えることの楽しさを感じることができます。導入の視点でいくと、そ

の写真から予想して実験につながるような、よい写真が多いというのも長所ではあると

思います。 

  それから、学校図書です。 

  ３学年の影と太陽の単元について、ほかの会社は秋ですが、こちらだけ春、５月から

６月なんですね。実は６月だと太陽高度が高いので、影が長くならないんです。そして、

この季節は、日差しが非常に強いので、子どもたちが日差しの中で影を見ていると目を

痛めちゃうんですね。ですから、ここは単元の配列を考えていただきたいなと思います。

それから、学習の過程で、予想や考察の扱いが十分とは言えないんですね。やはり学習

のプロセスでとても大切にしてほしいなと思うところでした。 

  ただ、よいなと思ったのは、実は太陽、地球、月の距離を子どもたちが実感するって

非常に難しいんです。月と地球の距離と地球と太陽の距離の違いをつかむためにボール

を使って、校庭で実験をするんですね。児童がいて、月はこのぐらい、太陽はこんな遠

いんだよって。これは非常に感覚として距離感をつかめるので、こういった体感を通し

て学ぶことを大事にするというのは非常によいと思いました。 

  それから、教育出版です。 

  第５学年の流れる水の働きでよい写真がたくさん掲載されています。そこから気づく

ように授業が展開できる。とてもよいと思います。それから、全体の構成、それから文

字のバランスや大きさ、余白とのバランスなど、非常に見やすい教科書だと思います。

ただ、予想、考察を大事にしているかどうかについていうと、この教育出版は学年によ

って大分差があります。特に第４学年は、十分ではないと感じました。それから、特に

第５学年で感じたことは、３人の児童のキャラクターがそれぞれ予想し、どうしてそう

予想したかという理由まで言ってしまっているんですね。これは学習者の深い学びにつ
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ながらないので、ヒント程度にしてほしいなと思いました。 

  次、啓林館です。 

  学習プロセスの中で、予想が大事にされてないんですね。これはちょっと残念なとこ

ろです。しかし、文字の大きさ、余白など全体のバランスはとてもよいと思いました。

そして、理科の広場において、各単元で補足する内容や発展的な内容が書かれているの

はよいと思いました。 

  ５者を比較したとき、導入のすばらしさ、それから予想や考察といった学びのプロセ

スを大切に扱った大日本図書が、主体的・対話的で深い学びの授業を実現する教科書と

しては、一番いいのではないかなと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  渡邉委員。 

○渡邉委員 私も、今までと同じように、学び方や、ガイドを中心に見させていただきま

した。それから、ここでプログラミングがかなり出ていますので、比較していきたいと

思います。 

  東京書籍については、理科の学び方の実験、観察のところで安全面の記載がきちんと

出ていて、それぞれ実験のところに応じた安全の注意書きが載っていて、わかりやすい

と思いました。 

  それから、学び方のアイコンに関しては14種類、出ているのですが、それがアイコン

という感じでなくて、人の顔が中心になって、そこに説明があるアイコンなので、非常

にわかりにくい。まとまったところに説明がないので、このアイコンはどういうときに

使っているかという、説明が足りないために、どういう学び方をしたらいいかかりにく

い。その辺りを、もうちょっと工夫していただけるといいと思いました。 

  プログラミングについては、スクラッチ、先ほど申し上げた言語を使っているのです

が、スクラッチの説明は特になくて、こういうふうにやっていきますということで載っ

ていました。 

  人感センサーの例は、ほかのところとほぼ似ていますけれども、そういう点ではこの

教材は身近でよいと感じました。 

  大日本図書については、手順、学び方で振り返ろうという項目があるのですが、それ

が非常にいい。要するに、これはＰＤＣＡのサイクルを回していることにつながるわけ
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ですから、それを実験の結果がうまくいかなかったときに、どのように考えたらいいの

か、そういう振り返りというのがあって、それが非常にいいと思いました。 

  教科書の使い方という点で、うまくまとめられていて、初めのところに教科書の使い

方の説明があるのですが、各単元の代表的な例を示して構成がわかるように掲載してい

ます。これは非常に重要なことで、その後ろのページの構造を明示しているのです。そ

うすると、各単元で同じような構造で学んでいける、標準化されているというのかな、

そのことがうまく工夫されていると思いました。 

  それから、プログラミングに関しては、人感センサーの教材で載っていますが、これ

は言語よりも手順が中心になっているので、そういう点ではうまく説明されていると思

いました。 

  学校図書に関しては、科学の目を育てようという手順が示されていますが、多少ごち

ゃごちゃしている感があって、もう少しうまく整理していただきたい。手順の中にマー

クが入っているけれども、その説明が全体的にまとめられているといいと思います。 

  それから、プログラミングに関しては、ＬＥＤのランプをつけたり消したり、何回つ

けるかとか、だけなんですね。子どもたちに余り興味を持たれないんじゃないか。もう

少し複雑なほうがいいと思いました。 

  教育出版は、学習の進め方とノートのとり方が対になって、うまくできていると思い

ます。アイコンやマークの説明がきちんと掲載されていてわかりやすい。ただし、プロ

グラミングに関しては、残念なことに言語の勉強になってしまっているのです。小学校

の段階ですので、言語を学ぶというよりも、きちんとした手順があることを学んでほし

いわけで、スクラッチを入れるのはいいけれども、もっと工夫してほしいと思いました。 

  啓林館は、学び方について、教科書の使い方のタイトルでなくて、説明がきちんと載

っていないという印象です。ただし、マークとかアイコンの説明とか手順は分けて書い

てあるので、それはいいと思いました。 

  最後に、プログラミングのところですけれども、残念なのはシートの上に張りながら

手順を説明していくだけになっていること。手順と結果は対になっていなければならな

いので、結果までわかるためには、実験的な内容でないとだめなのです。これは正しい、

これは間違っているというのではなく、こういうふうに並べるとこんな結果になるとい

うことが明確に見えない。シールで張っているだけですからね。そういう点で、プログ

ラミングの勉強にはなっているけれども、その結果、間違った結果でもいいから、示せ
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るような、学び方にしていただきたいと思いました。 

  総合的に見ると、私は大日本図書の内容が、武蔵野市の子どもたちに合っていると感

じました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 全体にプログラミング教育の、プログラミングということの意味がはっきり

とわかるというところの難しさを感じました。この教科書を使って学習していく中でと

いうこともあると思いますけれども、そこにはこれからのテーマがあると、各者の教科

書を読んでいて思いました。 

  私も大日本図書を推したいと思っています。特に５年生の植物の実や種子という70ペ

ージのところですけれども、この視点を持つことは一生ものだと思いました。 

  １つだけ、４年生の97ページの湿度について、じめじめした空気とからっとした空気

は何が違うというところですけれども、この日本の湿度の高いところのそのよさみたい

なものも、こういうところに出ているといいなと思いました。 

  バランス的にも、私は大日本図書を推したいと思います。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も、大日本図書がよいと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、理科については大日本図書の教科

書を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、理科にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、生活について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、生活についてご説明申し上げます。 

  生活の教科書は、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、光村図書出版、新興
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出版社啓林館、日本文教出版の７者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、４ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における生活科の主な改訂の要点としては、学年の目標や内容・項目

を大きく３つに整理し、体験的な学習を通じて育成する資質・能力が具体的になるよう

に見直した。思考、予測、工夫することなどを通して新たな気づきを生み出すことや、

伝え合い、表現する学習活動を行うことで学びを振り返り、気づきの質を高める。生活

科を中心としたスタートカリキュラムの工夫により、幼児期の学びを通した総合的な学

びから、より自覚的な学びへ円滑に移行していくことを促すことです。 

  採択協議会の協議では、学校図書は巻末資料が活用しやすい、光村図書出版は巻末の

資料が少なくて教科書だけでは足りないが、ゲストティーチャーの活用などで賄える。

図書資料などが多い少ないなどの発行者ごとの違いがある。低学年であれば資料の見や

すさということが大切になるのではないか。そういった点で光村図書出版は見やすく、

扱いやすいなどの意見が出され、第１に光村図書出版、第２に学校図書がよいのではな

いかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、光村図書出版を候補の案とすることで、一旦協議はま

とまったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 それでは、皆様のご意見をお願いします。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 生活科は、児童がそれまで持っていなかった見方や考え方を、それから感じ

方を身につけていくということなんだなということを、教科書を読ませていただきなが

ら感じることができました。家庭や地域の中でも学べる視点というものが、各者、置か

れていて、そこはとても評価しています。 

  東京書籍です。東京書籍は、下巻の探検単元というのがあるんですけれども、これは

案内し過ぎずよくできています。 

  大日本図書です。大日本図書は、昔ながらのもの、道具、いろんなものをよく取り上

げていておもしろいけれども、もう少し掘り下げがあってもいいのではないかと思いま

した。表紙はとてもおもしろいです。何かわくわくして、ちょっと触ってみていただき

たいなと思います。 



－31－ 

  学校図書です。学校図書は、バランス、体裁、ボリュームがよくできています。写真

もとてもよくて、インパクトがあります。下巻のダンゴムシの赤ちゃんの写真は、特に

すてきです。 

  教育出版です。教育出版は、監修者が養老孟司先生で期待しました。ちょっとテーマ

設定の弱さを感じたんですね。ただし、余計なことを言わずに、児童が捉えるという、

そのことはいいとも言えるので、地域や自分の家庭で、このことを深めていくという意

味ではふさわしいのかもしれない。 

  啓林館です。啓林館は、昔遊びにおもしろいものがたくさん出てきます。しかし、ボ

リュームがもう少しあってもいいと思いました。 

  日本文教出版は、知恵と技の宝箱というページがあって、予想や気持ちの使い方など

が丁寧に扱われています。もしかしたら、低学年というか、下の学年にとっては始まり

方が高度過ぎやしないかとは、ちょっと思ったりしました。 

  私は、光村図書出版を推薦しています。デザインが落ちついていて、ユニバーサルデ

ザインが実現しています。文字組みがきれい。児童にとって落ちついた感じがあるのは、

とても大切だと考えています。ホップ・ステップ・ジャンプという、その学習過程もわ

かりやすくてよいと思います。全体にバランスがよいと思います。巻末の資料は少ない

ですけれども、その分、地域調べや図書館での調べ学習などにつなげることも可能なの

で、そういう過程が組まれているので問題はないと思います。主体的・対話的で深い学

びを進めていく上で、デザインは大切だと思いますので、そこを最も評価しています。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 簡単に申し上げます。全体的に身近なものをどれだけ取り入れられているか

とか、今まで述べてきたように、学びのステップ、を中心にして拝見させていただきま

した。 

  最終的には、学校図書と光村図書出版とどちらがいいかという感じですけれども、１

者ずつ、お話ししたいと思います。 

  東京書籍は、絵やイラストが非常に優しい色合いで見やすいけれども、目次の後にガ

イドがほとんどなくて、どのように学んでいくか、説明していただけるといいと思いま

した。 
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  大日本図書については、例示が多過ぎて、みずから深く考えようというところが不足

している。それから、アイコン的な人物が登場するけれども、教科書の中での役割が余

り決まってないと思いました。 

  学校図書は、目次が大変シンプルで見やすい。それから、もう一つの特徴は、いつご

ろにこの単元を扱うかが目次のところに出ていて、それがある程度、幅を持たせて出て

いる。学びのプロセスも、どきどき、生き生きから、ふむふむ、にこにこって、そうい

うステップで書かれていて、興味を引く内容になっていると思いました。 

  教育出版は、同じように目次のところに学ぶ時期が書いてありますが、ピンポイント

で示されていて、北から南まで日本全国、時期が多少ずれますので、工夫がほしいと思

いました。保護者向けのメッセージが書いてありますが、子ども向けにもメッセージを

つくってほしいと感じました。 

  光村図書出版は、表紙がこういう感じで、ほかにはない、表紙がつくれるんだと思い

ました。これを持ったとき、見たときに第一印象がとてもよかったんです。絵本のよう

で、中身もきれいな内容になっています。巻末資料は、多少、他者に比べて少ないのは

残念ですけれども、最小限のものはフォローしているので、コンパクトにまとめられて

いて、その足りない分は、先生方が工夫してフォローできる内容になっていると思いま

す。先ほど山本委員がおっしゃったように、学習の進め方でホップ・ステップ・ジャン

プという進め方というのは単純化されていてわかりやすいと思いました。 

  啓林館は、ページの小口を見たときにわくわく・生き生き・ぐんぐんという分類は色

分けされているんですね。その工夫はきちんとされている。そうすると、今の内容を学

んでいるかが、わかりやすくなっていると思います。ただ、キャラクターのガイドが、

多くて深い学びにつなげるのは難しそうだなと感じました。 

  日本文教出版ですが、目次のほか、教科書の使い方はしっかり掲載されています。で

も、ガイドが多過ぎて、深い学びに結びつけにくいと感じました。学校図書と光村図書

出版と迷いましたが、全体的に印象がよかったので、光村図書出版を薦めたいと思いま

す。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 第１・第２学年で学ぶ生活科なので、色合いが穏やかで優しい絵の多い光村
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図書出版がいいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 よろしいでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も、光村図書出版を推薦いたします。 

  以上です。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、生活については光村図書出版の教

科書を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、生活にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、音楽について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○秋山指導課長 それでは、音楽についてご説明申し上げます。 

  音楽の教科書は、教育出版、教育芸術社の２者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、５ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における音楽科の主な改訂の要点としては、音楽科で育成する知識と

して、曲想と音楽の構造とのかかわりなどが明示されたこと。Ａ、表現及びＢ、鑑賞の

指導に当たって、音や音楽及び言葉によるコミュニケーションを図り、音楽科の特質に

応じた言語活動の充実を図ることを通して、音楽表現を生み出したり、音楽を聞いてそ

のよさなどを考えたりしていく学習を充実させていくこと、和楽器を含む我が国や郷土

の音楽の学習を充実することなどです。 

  採択協議会では、教育芸術社はさまざまな国の音楽などの特集がある。教育芸術社は、

リコーダーの使い方など振り返りのページで学習したところがまとまっていて使いやす

いなどの意見が出され、教育芸術社がよいのではないかと協議がまとまりました。 

  しかし、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など細

かくご意見をいただいた上で、教育出版を候補の案とすることで、一旦協議がまとまっ

たところでございます。 

  説明は以上でございます。 
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○竹内教育長 それでは、委員の皆様からご意見をお願いいたします。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 まず、教育出版ですけれども、リズムに乗って体を動かすなど、楽しい活動

を大事にしていると思います。ただ、１学年で童謡が初めに出てきていますが、これは

難しいかなと思いました。それから、鍵盤ハーモニカやリコーダーの取り扱い方は学び

やすいと思っています。プラスチックのページがありますが、こういうのを、こうやっ

て写真にかぶせると、オーケストラのパートがわかるので、こういった工夫はよいなと

思います。それから、第４学年の鑑賞で、モーツァルトの魔笛を取り上げていますが、

紙面いっぱいに舞台の美しい写真が出ていて、ああオペラというのは、こういうところ

で演じられるんだなというのがわかっていいなと思いました。 

  教育芸術社ですけれども、トライアングルやタンバリン、鈴などの楽器の使い方がわ

かりやすく出ています。鑑賞をとても大事に扱っているなという感じがします。第６学

年のブラームスのハンガリー舞曲を小澤とアバドと、それからチョンという３人の指揮

者が、恐らく聞き比べをするんだろうと思うんですけれども、子どもたちはその同じ曲

で違った演奏を聞くことによって、クラシック音楽は奥が深いなと感じる子がいると思

うんですね。そういう意味では、とても画期的でいいなと思いました。それから、何を

大切にして歌を歌うかということが教科書に明確に書かれています。 

  教育出版と教育芸術社というのは、どちらもよさがたくさんあって、正直言って甲乙

つけがたいんですね。トータルで音楽の楽しさとか、体を動かしてリズムを打ったりす

るというようなところは、どちらかというと教育出版が少し大事に扱われているかなと

思います。それから、両者、目指している方向性が少し違うんですけれども、音楽専科

でない学級担任が指導するんだったら、どちらが指導しやすいかなという視点で見ると

リズムとか、体を動かして音楽を楽しむとかというところに重点が置かれている教育出

版のほうかなと思います。非常に難しいところですけれども、私はどちらかというと教

育出版かなと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 教育出版のほうは教育芸術社よりは、１ミリ、２ミリ大きく、それが気にな

りました。それから、単元の表記は左側に掲載されております。単語、振り返りがとて
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もわかりやすくてよかったと思います。 

  教育芸術社は、目次に色分けがあり見やすい。単元ごとに色分けがあり、わかりやす

い。教育出版にもあるんですけれども、教育出版のほうが小さくて見づらかったですね。

教育芸術社は、第３学年でリコーダーが丁寧でわかりやすい。 

  総合いたしまして、教育芸術社のほうを、私も推薦をいたします。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 私は、教育出版を推したいと思います。 

  先ほど清水先生も言われたんですけれど、第３学年で音符の話、第５学年でオーケス

トラボックスのところにセロファンがかかっていて、ここに第１バイオリンになってと

いう、これは武蔵野市のオーケストラ鑑賞教室の取り組みの復習にもなってとてもいい

と思いました。それから、何よりもリコーダーについて復習するときに、教育出版のほ

うが使いやすいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 この教科は２者の比較で、どちらも興味深かったのですが、教育出版の上の

ところに音楽のもとという項目で、例えばこのページだと音色、リズム、縦と横の関係

とか反復、呼びかけと応えなど、学びたい内容、学んでほしい内容、それが具体的に載

っているんですね。もう１者のほうは、全体的にはこういうことをやりましょうという

のは載っているのですが、そのもとの内容は何かというあたりが欠けているので、学ぶ

内容を明確に示していただいている教育出版のほうを選択したいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 さて、意見がちょっと分かれていますが、いかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 ２者なので、両方とも拝見させていただきました。私は先ほど教育芸術社を

推薦いたしましたが、ほかの３名の皆さんが、教育出版を推すのであれば、どちらを使

っても武蔵野市の児童にとってはよいと思いますので、教育出版を推薦いたします。 

○竹内教育長 それぞれの教育委員も大分悩まれたようだと思います。甲乙つけがたいと

いうような言葉もありました。私もかなり、この教科については甲乙つけがたい面もあ
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るんですが、もう一つ、中田喜直さんと野口雨情さんという武蔵野のゆかりの音楽家の

紹介があるということでいうと、子どもたちがそういう面で親しみやすいかなというと

ころもあって、教育出版、若干、私としては軍配が上がるかなというところでございま

す。 

  それは、それとして皆様のご意見を伺った中では、音楽につきましては教育出版の教

科書を採択する教科書の候補と決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 では、そのように決定いたします。 

  以上で、音楽にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、図画工作について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、図画工作についてご説明申し上げます。 

  図画工作の教科書は、開隆堂出版、日本文教出版の２者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、５ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における図画工作科の主な改訂の要点としては、造形遊びをする活動

と絵や立体、工作にあらわす活動の指導事項の違いを明確に示し、それぞれの活動を通

して思考力・判断力・表現力等や技能を身につけることができるようにする表現領域の

改善、第５学年及び第６学年の鑑賞の対象に、生活の中の造形を位置づけ、生活を楽し

く豊かにする形や色などについての学習を深めることができるようにする鑑賞領域の改

善、形や色などを造化的な視点で捉えることについて、図画工作科において育成を目指

す知識としての位置づけの明確化です。 

  採択協議会の協議では、開隆堂出版では高学年で専門用語を扱っている部分がある。

開隆堂出版は、ＱＲコードで出てくる写真が手本としてのイメージが弱いと感じられる

が、逆を言えば発想を広げていくことにつながる。手本という教科書から離れて、もっ

と児童の自由な発想を広げたいということからいうと、開隆堂出版がよいかもしれない

などの意見が出され、開隆堂出版がよいのではないかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、開隆堂出版を候補の案とすることで、一旦協議がまと

まったところでございます。 

  説明は以上でございます。 



－37－ 

○竹内教育長 では、委員の皆様のご意見をお願いします。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 まず、開隆堂出版です。 

  体の感覚を大事にして遊ぶという色彩が強いと思います。みんなでつくるということ

を大きく取り上げています。掲載されている児童の作品例ですけれども、とてもダイナ

ミックなんですね。言い方を変えると、子どもらしさ、子どもだからできる表現という

のを感じます。それから、鑑賞ですけれども、アンドリュー・ワイエスとミロの比較と

いうのは、これは非常におもしろいなと思いました。視点を決めて比べることによって

違いが見えてくるなと。ただ、マグリッドとパウル・クレーの絵の比較もあるんですけ

れども、これは、小学生だと比較して比べて考えていくのは難しいなと思いました。 

  それから、日本文教出版ですけれども、楽しくつくるというのはわかりやすいなと。

個人でつくるというのが、どちらかというと強く感じられました。ただ、児童の作品例

が小ぢんまりとしていて非常にまとまっているんですね。ただ、これがよさになるのか

なという気がしました。第５・６学年の下で、音のする絵という単元があるんですけれ

ども、これはとてもいい単元だなと思います。扱いやすい教材が多くて、教科書として

も文字のバランスなど、とても写真とのバランスなど見やすいけれども、わくわく感が

余り感じられないなと思います。 

  そういったことで、この２者を比較していったときに、児童の創作意欲を高める、そ

ういった作品例が出ていて、鑑賞として選ばれている作品もなかなかよい開隆堂出版が

武蔵野市の教科書採択としては適しているのではないかと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 開隆堂出版は、ＱＲコードがあるんですが、使い勝手がよくないと感じまし

た。また、第１学年から第６学年まで、安全なものの使い方を掲載してとてもよいと感

じております。 

  それから、日本文教出版は、右ページの上に３つの目的を掲載しておりまして、目的

に緑色がついていて、比較的わかりやすく表示されていると感じております。また、気

をつけようや、片づけようのことも書いてありまして、とてもこれはよいと感じており

ます。 
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  ２者、とてもどちらもよさを感じるんですが、私は日本文教出版の方がよいと感じら

れました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 私も、迷いましたが、開隆堂のほうは、友達と協力して楽しくつくろうとい

う感じがあらわれている。 

  それに対して、日本文教出版のほうは、楽しんで活動してほしい、そういう狙いがあ

る。深い学びとか対話的な学びについて考えると、開隆堂のほうが、一緒に協力しなが

らやる部分とか、お互いに話し合いながらやる部分が入っていて、そういう点では開隆

堂のほうがいいと感じました。 

  ただ、日本文教出版も、非常に迷うところなんです。例えば木版のつくり方、それか

らどんなふうにやっていくのか。結構、子どもたちの展覧会へ行くと、版画の種類が多

いので、そういうところでは日本文教出版は、丁寧に説明していると思いましたので、

迷ったところですけれども、最終的には開隆堂にしたいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 本当に難しかったです。細かいところを一生懸命比べたりして、児童の意欲

が引き出されるヒントという点で、私は開隆堂出版を推すことにしました。 

  例えば、図画工作を苦手としている子どもが、掲載されている作品をまねしたりする

ところから自信を取り戻したり、こういうことかっていって、自分を開発していくとい

うような、そういう意味のヒントです。 

  以上です。 

○竹内教育長 ここも分かれましたが、いかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も悩みました。よくよくもう一回確認してみたところ、開隆堂出版のほう

は、子どもに創造力や意欲を引き出せるダイナミックなところがあると感じました。私

も皆さんと同じく開隆堂のほうへと意見を変えさせていただきます。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 
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  皆様、大分悩まれたところですけれども、最終的にいただいたご意見を伺った結果、

図画工作につきましては開隆堂の教科書を採択する教科書の候補と決定したいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、図画工作にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、家庭について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○秋山指導課長 それでは、家庭についてご説明申し上げます。 

  家庭の教科書は、東京書籍、開隆堂出版の２者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、５ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における家庭科の主な改訂の要点としては、内容構成を、Ａ、家族、

家庭生活。Ｂ、衣食住の生活。Ｃ、消費生活、環境の３つにしたこと。第５学年の最初

に、Ａ、家族、家庭生活を履修させるとともに、２学年間で１から２の課題を設定した

実践的な活動を、家庭や地域等で実施することが新設されたこと。少子高齢社会等の社

会の変化や、持続可能な社会の構築等に対応した学習内容を充実したことなどです。 

  採択協議会では、東京書籍はＡ４サイズの教科書を開いてしまうと机の上がかなりい

っぱいになってしまって、布を広げたり裁縫道具を置いたりする際、机の上が狭くなっ

てしまうのではないか。家庭科の教科書は見ていると楽しく、東京書籍は資料集として

見るとさまざまな情報が掲載されていてよいと思う。東京書籍は、写真は大きくて見や

すくてよいが、文字の数も多い。指導する際、焦点化が図りにくくなることや児童の興

味・関心が散ってしまい、理解できない児童も出てくるのではないか。東京書籍は、消

費者教育のページを開隆堂出版と比較して多く使っており、授業時間数をかけているの

で、製作や調理に十分な時間をかけることができない。 

  開隆堂出版は、プログラミング教育に関して、日常生活とのつながりで記載が入って

いるなどの意見が出され、開隆堂出版がよいのではないかと協議がまとまりました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から、各者の教科書のよさや気になる点など

細かくご意見をいただいた上で、開隆堂出版を候補の案とすることで、一旦協議がまと

まったところでございます。 

  説明は以上でございます。 
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○竹内教育長 それでは、皆様のご意見をお願いいたします。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 私は、食の実践、特にお弁当づくりのことで２者を比べてみました。 

  東京書籍のほうは、福島のある小学校の取り組みとして、全校の児童が学校にお弁当

を持っていくという、お弁当の日というのがあるという、そのことが出ています。その

お弁当には約束があって、自分自身がそのお弁当にかかわるということになっています。 

  開隆堂は、自分でつくろうということになっていて、まず食物というものは何か、調

理の原理、それからその実践の課程についても詳しく出ています。ですから、三色ご飯

弁当をつくることになるんですけれども、ツナそぼろ、いり卵、インゲン、ニンジンな

ので４色ですけれども、そぼろ弁当がつくれるようになっているんです。ゆでたり、い

ためたりというところには、12ページから19ページのところを参照するように案内され

ていて、50ページ、51ページのところでご飯炊きのところを参照するようになっていま

す。そうして全体としてお弁当ができるという、そこはとてもよくできているなと思い

ました。 

  いためるというところに、卵のいためが出ているんですけれども、それは本当はスク

ランブルエッグなんですけれども、いため過ぎちゃっているので、三色ご飯にはいいん

ですけれども、スクランブルエッグにしてはちょっといため過ぎているというところは

ありました。 

  それから、もう一つ、包丁の扱いです。包丁の扱いは、どちらも丁寧に扱っています。

開隆堂のほうは、一歩、包丁の持つ怖い一面のことが詳しく出ているかなと思いました。

包丁の渡し方というところでは、包丁の柄のほうを持って友達に渡すというのだけでは

なくて器に載せて渡す。そういう何か集団でするときは、そういうほうがいいというよ

うなことがちゃんと出ていて、それがまた別のページの防災安全教育のほうに参照され

ています。 

  それから、２者を比べたもう一つのテーマは、持続可能な暮らしのことです。 

  東京書籍は、持続可能な暮らしのところに、一緒にお金の使い方というのも入れてい

ます。つまり、上手に選ぶために考えようという消費者の役割について取り上げている

んですね。必要なものを手に入れるためには、買うばかりではなくて、譲ってもらう、

自分でつくる、シェアする、修理する、借りるなどを考えるというような視点なんです

ね。 
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  それが、開隆堂にいきますと、持続可能な社会を生きるということと、生活を支える

お金と物ということは別々に取り上げられています。ですから、持続可能な社会という

ことが、一つ際立っているともいえます。生活と環境のつながり、物やエネルギーの使

い方、環境を考えた生活を続けようということが際立っています。そこは、私、開隆堂

を評価しました。 

  どちらもとてもよくできていて、これは児童だけではなくて、保護者も、大人も、周

りの大人もいろいろ学べるなというのが感想です。開隆堂は、その持続可能な社会とい

う、その生きるという深い視点の捉え方もそうですけれども、絵が落ちついていて、暮

らしの、あと日常の大切な情緒をよくあらわしていると思いました。生活の理想的な一

面、それが描かれていると思って、私は開隆堂を推したいと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 衣食住の基礎的・基本的な資質を育成するということでは、どちらもよくで

きているなと思います。 

  東京書籍ですけれども、情報量が多くて、道具の使い方や裁縫の初歩など、とても詳

しく述べられています。消費者教育も丁寧に行われていて、さまざまなマークが紹介さ

れています。だしのとり方なども、かつおぶし、煮干し、昆布など詳しく書かれていま

す。イラストが漫画的だなと思いましたけれども。 

  開隆堂のほうは、情報量は東京書籍より少ないんですけれども、その分、理解しやす

いように、わかりやすいまとめ方をしています。買い物においては、消費期限と賞味期

限の違いが紹介されていたり、優しいイラストで好感が持てます。 

  私は、高学年で家庭科を何回も持ったんですけれども、家庭科は活動が中心になりま

す。そうすると、教科書で学ぶ時間というのもあるんですけれども、非常に限られた時

間の中で教科書を見ていく。そういうことで考えていくと、東京書籍はボリュームが多

過ぎる。非常に詳しく書かれていて、内容は非常に濃いと思うんですけれども、授業で

使うということでいえば、イラストなど上手に使いながらわかりやすく説明してある開

隆堂出版のほうが使いやすいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 
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  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 先ほど山本委員からＳＤＧｓの話がありましたけれども、社会のところでも

お話ししたように、ＳＤＧｓは必須だと思います。残念ながら、それが両者とも出てな

いんですね。次回は、きちんと出してほしい。いろいろな科目で学ぶというのは必要だ

と思いますので、せっかく持続可能な社会という題目の単元があるにもかかわらず、出

てないというのは非常に残念です。 

  それから、２つ比べた開隆堂出版のほうは、初めのほうに安全に実習をしようという

ことで、第一に安全をうたっている。これは理科の実験にもつながりますが、まずは何

にもまして安全です。そのもとで、各単元があるということで、開隆堂出版のほうは、

そういう意味での安全について表立って配慮しているので、私はこちらの開隆堂出版の

ほうを薦めたいと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も扱い方の点によりまして、開隆堂出版を推薦いたします。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  今までいただいた皆様のご意見を伺った結果、家庭につきましては開隆堂出版を採択

する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、家庭にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、保健について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、保健についてご説明申し上げます。 

  保健の教科書は、東京書籍、大日本図書、文教社、光文書院、学研教育みらいの５者

です。 

  保健は、体育の中の領域の１つでございます。既に教育委員の皆様にはごらんいただ

いておりますが、内容につきましては資料２、５ページ、６ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における体育科の保健領域の主な改訂の要点としては、自己の健康の

保持増進や回復等に関する内容の明確化、不安や悩み等、心の健康への対処やけがの手
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当てを技能として新たに明示したことです。 

  採択協議会の協議では、自然災害は多くの発行者で掲載されている。学研教育みらい、

光文書院はがん教育を発展で掲載している。歯や目の健康、スマホ依存などの生活リズ

ムに関することやがん教育、運動習慣についてなど、子どもが気づけるような教科書が

よい。学研教育みらいは見やすく感じる。保健の教科書は、書き込む場所が多い。１つ

の学習を45分でまとめ、深い学びを実現するためには振り返りが重要。１時間の内容が

見開き１ページの中で取り組める学研教育みらいがよいなどの意見が出され、学研教育

みらいがよいのではないかと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など細

かくご意見をいただいた上で、学研教育みらいを候補の案とすることで、一旦協議がま

とまったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 それでは、各委員からご意見をお願いします。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 どの教科書もそうだったんですけれども、保健の教科書を通してみんなで話

し合い、武蔵野市でもマイノリティーを悩みや問題として終わらせないことが大切であ

るということ。ともに学ぶ大人にも考え方の方向性を育てられるようにしたいという、

そこにたどり着くことができたことが幸いでした。 

  それで、前回の教科書採択のときに、思春期の体つきの変化に関する表や写真の選び

方について考慮したいということを話し合ったことを覚えています。そして、いきなり

水着が出てきたりというのでない、例えば体育着を着た成長の過程が出てきているほう

が、いいんじゃないかしらねという話をしたことを覚えています。しかし、それで採択

の決定に導けるとは考えていませんが、そのことも思い出しながらいろいろ見ていきま

した。 

  東京書籍です。東京書籍は、よりよく生活するための生活について、学びを深めるこ

とができるようにつくられています。さまざまな依存症についてきちんと取り扱ってい

ます。 

  大日本図書です。大日本図書は、丁寧に一つ一つの学習を取り上げています。しかし、

問題の取り上げ方にもう少し強弱があってもよいのではないかというふうに感じました。

それから、第５学年、６学年で、依存症についてもう少し触れていただけたらという考
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えを持ちました。タブレットやパソコンの使用において、目の健康だけではなくて、イ

ンターネット依存についても、もう少し掲載が欲しかったと思います。深刻な問題を認

識する機会を、教科書の中につくっていけたらいいのではないかという意味です。 

  文教社です。文教社は、エイズと生活習慣病について詳しく扱っているところがとて

もよいと思いました。それから、唾液、唾液が病気を防ぐ働きがあるというところを取

り扱っているんですね。本当に人の体の複雑さ、神秘みたいなものを子どもたちは、こ

の教科書でも学んでいくことになるわけですけれども、こういう本当に身近な唾液がこ

れほどの働きをするというところが学習できることは、とてもいいと思いました。 

  光文書院。光文書院は、人の成長、性の学習を行う上で、イラストや写真などの選び

の感覚がとてもよくて、ふさわしいものが掲載されていると思いました。そこの配慮が

とても評価できると思います。それから、地域の保健活動の取り組みについても掲載さ

れています。しかし、それぞれの記事に関して、もう少し深堀りでもよいのではないか

と思うところもありました。 

  そして、私は学研教育みらいを推しております。先ほど聞いていただきました思春期

の体つきの変化も体育着で掲載されています。パソコンやタブレットなどの使用による

インターネットの依存症を扱い、健康の害についても触れています。人々の健康を守る

さまざまな仕事について詳しく掲載されています。医師、薬剤師、保健師、心理カウン

セラーなどの中に、学校の先生たちも入っているところは、とても大事だと思いました。

授業の進め方に関して、恐らくこれは先生と児童が協力し合って進めていくのに進めや

すさがあり、必要なことがバランスよく置かれているのではないかと思い、学研教育み

らいを推したいと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 東京書籍は、学習の流れが単元の初めに示されて、とてもわかりやすい。ま

た、グラフが多く掲載されて、またわかりやすかった。 

  大日本図書。教科書が小さいから文字も小さいこともありました。それから、私はど

こかなというページの取り扱いがよくわからなかったですね。 

  それから、文教社。ページ数が少なく物足りなさを感じる。また、飲酒のところで、

飲酒をするとけんかするという表記があって、ちょっとこれが気になりました。 
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  それから、光文書院。調べよう、考えよう、話し合おうがあるが、まとめようがある

教材とない教材があることが気になります。また、分量が多いと感じられました。 

  学研教育みらい。学習の進め方はわかりやすい。また、こちらも飲酒のところで、飲

酒をするとけんかをするという表記があって、私は気になっております。 

  これを含めて、総合的に判断をして、学研教育みらいが私はよいと感じております。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 私も、学研教育みらいがいいと感じました。 

  それは、先ほど山本委員がおっしゃったように、キャラクターがたくさん出てきて、

10人出てくるのは東京書籍と学研教育みらいなんですけれども、その中でそれぞれの役

割が明確なのです。だから、先生というのが出てくるというのは、ほかの科目ではどう

かなと思ったのですが、ここでは先生が子どもたちに、相談の相手になるんだという、

内容がきちんと入っていてよかった。それから、学習の進め方も、単純明快に示されて

いて、特に最後にもっと知りたい、調べたいという項目があって、さらに深い学びに結

びつけられるという点で、学研教育みらいを推したいと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 レイアウトとか絵の色とか、文字についても学研教育みらいはいいのではな

いかなと思います。 

  以上です。 

○竹内教育長 それでは、お諮りいたします。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、保健につきましては学研教育みら

いの教科書を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、保健にかかわる協議を終了いたします。 

  次に、外国語について協議を行います。 

  説明をお願いします。 
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○秋山指導課長 それでは、外国語についてご説明申し上げます。 

  外国語の教科書は、東京書籍、開隆堂出版、学校図書、三省堂、教育出版、光村図書

出版、新興出版社啓林館の７者です。 

  教科の目標につきましては、資料２、７ページをご確認ください。 

  新学習指導要領における外国語科、英語の要点としては、学校間の学びを接続させる

ため、国際基準を参考に小・中・高等学校一貫した５つの領域、聞くこと、読むこと、

話すこと、やりとり、話すこと、発表、書くこと別に目標が設定されていること。小学

校では、中学年から聞くこと、話すことを中心とした外国語活動を導入し、外国語にな

れ親しませ、学習への動機づけを高めた上で、高学年から段階的に文字や定型文の読む

こと、書くことを加え、教科として外国語科を位置づけ、指導の系統性を確保したこと

です。 

  採択協議会では、写真とイラストの配分を視点に見ると、東京書籍、光村図書出版、

教育出版は写真が多い印象を受けた。外国の様子などは実際の写真を見せたほうがよい。

授業を行う際には、チャンツや歌から授業に入るのは大切だと思う。光村図書出版と教

育出版、学校図書がよいと思った。教育出版は、日常的なシーンがテーマになっている

ので、わかりやすい。光村図書出版の付録は充実しており、単元ごとにまとまっている。

学校図書は、英語を学ぶ必要感が感じられ、英語を学ぶ意識づけがしやすい。学校図書

は、英語を学ぶ必要性は感じるが、大人向けの印象を受けた。レベルが高いのではない

かなどの意見が出され、光村図書出版、教育出版、学校図書がよいのではないかと協議

がまとまりました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、光村図書出版を候補の案とすることで、一旦協議がま

とまったところでございます。 

  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 それでは、各委員のご意見をお願いいたします。 

  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 それでは、順番に申し上げたいと思います。 

  東京書籍は、Ａ４判で大きいけれども、薄いという点が特徴だと思います。今まで述

べてきたように、ガイドのところがどれだけしっかりしているかという観点でいくと、

東京書籍は、音に出会うからスタートして、会話になれるとか、コミュニケーションを
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楽しむ、世界を広げる、それから最後に学びを確かめる、というステップを追って学ぶ

段階があるという点では、いいと思いました。 

  ただ、例えば教科書に使われている記号が多少多くて、もうちょっと少なくして目立

つようにするといいと思います。それから、別冊でPicture Dictionaryというのがあり

ますが、それが最後に和英の辞書もついていて、５・６年の、両方で使えると思います

が、非常にいいと感じました。単語リストは、各者、出ていますが、そういう点では、

別冊になっていて単独で２年間使えるという点でいいと思います。 

  開隆堂出版ですが、学習の進め方についてはきちんと載っているわけではなくて、初

めにキャン・ドゥマップというのがあって、各単元で何が学べるか、何ができるように

なるか、そういう観点では載っていますが、どのように学ぶかという点が、抜けている

と思います。この者の特徴は、巻末に単語のリストが載っていますが、ほかの者は分類

別に、例えば数字とか動きとか、幾つかのカテゴリーに分けて載っています。この者だ

け単語リスト、ＡＢＣ順に載っています。自分たちが学んだときには、英語の辞書はＡ

ＢＣ順に載っているのが普通だと思っていたのですが、最近はそうではない。開隆堂出

版はＡＢＣ順になっていて、特徴は出ていると思いました。 

  学校図書は単元の例をページに載せながら、学習の流れがきちんと示されていて、学

びの構造はしっかり示されているということは特徴かと思います。最後に、ほかの者で

よくカードを切り取って使うようになっていますが、ここはカードは特に用いてないの

で、学習するときにどうやるのかなという疑問は残りました。 

  三省堂ですが、テキストの使い方に関しては、ホップ・ステップ・ジャンプという３

段階で、シンプルに学びの段階を示しているという点ではよくできていて、ページ構造

がしっかりつくられていると感じました。ただ、ワードリストの分類はありますが、文

字が小さいのでもう少し大きくしていただけるといいと思います。 

  教育出版は、テキストの初めに学習目標は示されているのですが、進め方やページ構

成が、もう少ししっかり書いていただきたいし、目次はガイド的な内容が少ないので、

わかりにくいと思います。キャラクターが８人出てきますが、いきなりレッスン１で、

紹介されていているのです。多分、自己紹介をやっているんだと思うのですが、そこで

初めて紹介される。でも、テキストなので、こういうキャラクターが出てきたら、この

キャラクターは、どういうことで出てくるのかという説明があるともう少しわかりやす

くなると思います。 
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  最後にマイワードバンクというのがあって、単語を分類して載っています。この者だ

け５年と６年で分類の仕方が多少違います。英語を統一的に学ぶというときは、５年で

学んだこと、それから６年で学んだこと、つながりがあるわけですから、同じ分類でや

っていただかないと、非常に使いにくい単語帳になっていると思います。 

  光村図書出版は、教科書の使い方がしっかりページの事例を用いながら書かれていて、

ホップの次にステップが、１段階、２段階で２つあって、ジャンプで、合計４段階で示

されていて、学び方がしっかりしている。それから、ユニットで学習した内容と、ユニ

ット以外の学習という項目が、深い学びにつながると感じました。最後に何年生で学習

した表現というのがあって、そういう事前学習、事後学習というのかな、その先でどん

なことを学んでいくか、今までどういうことを学んできたか、その辺がしっかり書かれ

ていて、この点で深い学びとつなげられると思いました。 

  啓林館は構成ガイドが初めに書かれて、どんなことを学ぶのか、学習を進めよう、振

り返ろうという、３段階ですが段階が少ないと思います。アイコンは単純化されて見や

すい。最後に掲載されているカードは、非常に使いやすいと思いました。 

  総合的に見て、深い学びとか今までの学習内容、これから学ぶ学習につなげられると

いう点で、私は光村図書出版がいいのではないかと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 非常に悩みました。今、渡邉委員が各者について、その特徴を詳しくお話し

してくださったので、違う話をしたいと思います。外国語には目標が３つあるわけです

けれども、子どもたちには特に３つの中の英語で聞いたり話したりして外国語に親しん

でいくこと、外国語を用いてコミュニケーションを図っていこうという、そういう意欲

とか力をつけてあげたいと思うんですね。もうどの発行者も、ビジュアルにすごく力を

入れていて、外国語に親しんでいけるような、そういった配慮がされていると思います。 

  できるだけ短い時間で話しますけれども、平成６年度に当時の文部省の短期派遣でド

イツへ行ったんです。そのときに、東西のドイツが一緒になって、すぐ後の旧東ドイツ

へ行ったんですね。小学校の４年生で、それまでロシア語が、多分、第二外国語だった

と思うんですけれども、英語の学習が始まったばかりのころの時代で、４年生の子ども

たちがとても楽しく英語を勉強しているんですよ。教科書がないんです。机の上には何
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も出てなくて、先生が、きのうは何して遊んだの、誰と遊んだの、どのぐらいの時間遊

んで、何がおもしろかったとかということを次から次へと聞いていく。それに対して、

子どもたちがいろいろ英語で答えて、一緒に遊んでいた子どもがまた答えて、そういっ

たことをしながら、今朝は何食べたというようなことから、また会話がどんどん膨らん

でいく。子どもたちは非常に楽しそうに会話に参加する。その子の家庭環境によっては、

英語がすごく日常的な子もいただろうし、全くそうじゃない子がいて、非常にレベルが

違うんだけれども、先生が気を遣いながら子どもたちと楽しい会話をして、英語でコミ

ュニケーションするというのが、こんな楽しいことなんだよということを大事にした授

業をしていたんですね。授業は、そういったものが大事にされていかなくちゃいけない

だろう。そういう視点で考えていったときに、その会話がはずむような、導入のような

ものが一番多いのがどの会社なのか。そういう視点で見ていくと、教育出版が大きな絵

で、例えば何か食堂の絵みたいのがあったりとか、絵からいろいろな話ができるような、

そういう資料が出ているので、そういう視点で選ぶといいのかなと思いました。 

  ただ、例えば視聴覚教材によっても大分違うでしょうし、それから電子教科書を使っ

て学習をすると、またいろんな可能性があると思うので、なかなかペーパーの教科書だ

けで判断しづらいというところがあって、実はいまだに悩んでいるところです。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかにはいかがでしょうか。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 本当に難しいですよね。 

  私、コミュニケーションの大切さ、子どもたちが生き生きとコミュニケーションして

いるということもとても大切だと思いながら、そしてそういう楽しさの中で授業が進ん

でいくことが望ましいとも思いながら、やはり学ぶべきことが掲載されていることが大

切という視点で読ませていただきました。つまり、読むという視点も、もう少し未来に

はあるはずで、その前段階として文法の大切さも捉えていてもらいたいということにな

るわけです。 

  私は、ですから最終的に光村図書出版を推薦することになったのも、その点でした。

光村図書出版の教科書は、書き込む欄のスペースがゆったりしていて、落ちついたレイ

アウトになっていること。それから、イラストや、ページが醸し出すムードがよいと思

いました。書くことや読むことの大切さも、すぐそのことによって追い詰められたりす
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るのは困るんですけれども、そのことの重要さはどこかに置かれているといいなという

気がしています。 

  それで、私は光村図書出版を推薦します。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  小出委員、どうぞ。 

○小出委員 私も、大変悩みましたけれども、私も光村図書出版がよいと感じております。 

  以上です。 

○竹内教育長 清水委員も悩まれていますが。 

  どうぞ。 

○清水委員 光村図書出版のよさもあります。ほかの会社のよさもあるんですよね。すご

く難しいです。例えば光村図書出版のよさというのは、５年生でイラストを見ながら道

案内をしていくとかというのは、とてもよく、これから出会う場面かなと思うので、そ

ういったものを載せているのは非常にいいなと思いました。 

  教室で使う英語の練習というのは、これは光村図書出版だけじゃなく、ほかの会社で

も扱っているんですけれども、実はとても大事ですよね。必ず授業の最初に使いますか

ら。そういったものも大事にされているということで、光村図書出版はいいと思います。

ほかもいいところはあるんですけどね。私がここというふうには言い切れないというの

は、最初にも申し上げたんですけれども。皆さん、選んでいる光村図書出版というのは、

私も教科書としてはよいと思います。 

○竹内教育長 少し、私も意見を述べさせていただきます。 

  先ほど算数のところでもお話ししましたが、子どもたちが学ぶ意欲とか関心、興味を

どういうふうに起こすかというのが、重要視している点だというふうに申し上げました。

光村図書出版の教科書の中では、多様な外国の友達が結構シリーズで紹介されているん

ですね。そういう意味で、ＱＲコードで読むと、その子の学校生活の時間だとか、そう

いうことを紹介されたりして、子どもたちが多様な世界の人とコミュニケーションをす

る、そこへの動機づけにもなるのではないかなというところがあって、私も総合的には

いろいろな面のよさ、各者あるとは感じてはいるんですが、皆様のご意見を伺った上で

お諮りしたいと思います。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、総合的に判断して英語については

光村図書出版を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、英語にかかわる協議を終了いたします。 

  それでは、最後に特別の教科 道徳について協議を行います。 

  説明をお願いします。 

○小澤統括指導主事 それでは、特別の教科 道徳についてご説明申し上げます。 

  特別の教科 道徳の教科書は、東京書籍、学校図書、教育出版、光村図書出版、日本

文教出版、光文書院、学研教育みらい、廣済堂あかつきの８者です。 

  教科の目標、内容項目につきましては、資料２、８ページ以降をご確認ください。 

  新学習指導要領の特別の教科 道徳の主な要点としては、道徳的価値を自分のことと

して理解し、多面的・多角的に深く考えたり、議論したりする道徳教育への転換により

子どもたちの道徳性を養うこと。いじめ問題への対応の充実など、発達を一層踏まえた

体系的な内容への改善。個性の伸長、公平、公正、社会正義、国際理解、国際親善など

を第１・第２学年に追加していること。第３・第４学年に相互理解、寛容、公平、公正、

社会正義。また、第５・第６学年によりよく生きる喜びの内容項目を追加していること。

情報モラルに関する指導の充実、生命倫理や社会の持続可能な発展などの現代的課題へ

の対応などです。 

  採択協議会の協議では、別冊ノートについての扱いは、学年で授業づくりをするので、

同じワークシートを使うこともあり、若手教員には使いやすい面がある。一方で、教員

は授業の展開を工夫するので、工夫と合ったノートを使うことができないのは困るとい

う面があると思う。教科書の大きさについては、大きいのは使いづらいが、Ｂ５判は小

さくて見づらいという調査委員会からの意見があった。最終的には、児童に自分のこと

として考えさせるには、児童に伝わるような言葉で教師が発問をしていく必要があるな

どがありました。 

  これらのことから、採択協議会では、調査委員会から評価の高かった、東京書籍、光

村図書出版、学研教育みらいをよいのではないかとするが、採択協議会の中ではどれか

が抜き出ているという結論にはならなかったと協議をまとめました。 

  そして、先日の臨時会では、委員の皆様から各者の教科書のよさや気になる点など、

細かくご意見をいただいた上で、東京書籍を候補の案とすることで、一旦協議がまとま

ったところでございます。 
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  説明は以上でございます。 

○竹内教育長 それでは、各委員からご意見をお願いいたします。 

  山本委員、どうぞ。 

○山本委員 私は、東京書籍と光村図書出版の間でずっと揺れていました。 

  それから、各者のことを聞いていただく前に、一つ聞いていただこうと思うんですけ

れども、いろんな教科書に『しあわせの王子』と『七つ星』のお話が出てくるんですね。

それはとてもいいお話だとも思うんですけれども、これからの時代というか、この年代

の子どもに自分自身のことを大切にしてほしいと呼びかけたいこともあるので、これが

こんなにどこにもかしこにも出ているということは、どうなのかなというふうに思って

しまいました。 

  学校図書です。学校図書は、第２学年の情報モラルの扱いの中、そこがとてもわかり

やすく掲載されています。インターネットでの課金についても触れていて、それがどん

な小さなところから始まって、大問題になってしまうかというような道筋もちゃんと捉

えられています。全体的にテンションが高目ですね。元気がよくて明るい子どもたちが

たくさん出てきて、しかし現代の子どもたちってさまざまな場面で悩みも抱えているの

で、それが、少し単純に思えてしまうというところがありました。 

  教育出版です。教育出版は、登場人物として取り上げられている人物や問題に深みが

あります。いろんなことが当たり前じゃないという感覚を学ぶことができると思いまし

た。どの単元でも、気づく、考える、深める、つなげるということが意識されています。

道徳の教科書で、やはり決して抜かすことはできない、大事に取り上げなければいけな

いことにいじめのことがあるんですけれども、いじめのことについてもしっかりと取り

上げられています。 

  日本文教出版。日本文教出版は、心のベンチというページがあります。これはほっと

できる教材ですね。心を穏やかにしながら学べるって、とても大切なことだと思うので、

私はこの心のベンチはとても評価しています。いじめのことも詳しく掲載されています。

特に第４学年では、いじめの４層構造について取り上げられ、第５学年になると、傍観

者もいじめであるという視点から、どうしたら傍観者であることから仲介者になれるか

ということが具体的に学習できるようになっています。それから、もう一つ、こことて

もいいなと思ったのは、平和のためにできることで、祈ることもその方法であるという

ことが伝えられているところです。 
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  光文書院。光文書院は、ささやかだけれども、大切なことも見逃さないという精神が

随所にあらわれています。みんなで考える活動を取り扱っています。それから、お年寄

りはすごいというページがあるんですけれども、この視点の中に、それは確かにとても

大事ですけれども、高齢の人たちも、かつては自分と同じ子どもだったという視点があ

るといいなと思いました。それは必要なんじゃないかと思いました。 

  学研教育みらい。学研教育みらいは、この道徳ノートというのを使うのが難しいので

はないかなという感想を持っています。 

  それから、廣済堂あかつき。あかつきは、盛りだくさんの内容で構成されています。

そして、道徳の教科書としては、みっちりし過ぎているのではないかと感じるほどなん

ですけれども、そこはもう少し強弱があってもいいのではないかと思うところです。た

だ、アンパンマンのやなせたかしや水木しげる、ネルソン・マンデラなどの教材は、も

う少し読みたいと感じます。とてもすてきな人物が取り上げられているんです。ネルソ

ン・マンデラについては、２番目の妻で、最後は離婚してしまったウィニー・マンデラ

のその後の活動なんかも、きっとそこで学べると思うので、取り上げ方がおもしろいな

と思いました。 

  それから、光村図書出版。光村図書出版は、絵が美しくて落ちついています。これは

どの教科書も、光村図書出版はそうですけれども。それで、ヨシタケシンスケの教材が

取り上げられています。このヨシタケシンスケという人は、学校時代、何となく居場所

をつくるのが難しい人だったそうで、そのことがとてもその漫画にもよくあらわれてい

て、それもとても美しい絵で、子どもたちに、児童に読ませてあげたい教材でした。情

報と向き合う題材が、第１学年から第６学年まで通して取り上げられているところも評

価の高いところです。 

  そして、東京書籍です。やはりバランスがいいですね。さまざまな扱いが丁寧で深く

て、複雑なことも扱っています。１つの題材を扱った後、みんなですぐに話し合うんじ

ゃなくて、みんなで黙っているという、何かちょっといい雰囲気を想像しました。私は、

そのバランスのところとか複雑なところを逃げずに扱っているところ、それから今お話

しした教室が静かになって、何となくみんなで共有する時間があるというような、その

あたりで東京書籍を推したいと思いました。 

  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 
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  渡邉委員、どうぞ。 

○渡邉委員 一番多い８者ですけれども、私は幾つか観点で見させていただいてきました。 

  まず第１に、各単元でどういう視点で扱っているか。２年前に、道徳の教科書を初め

て採択したときにも、調査しているわけですが、まず自分自身のこと、他人と周りの人

とのかかわり合い、社会や集団の内容、最後に生命、自然に関すること。その４つで構

成されているわけです。それが各学年でのように変遷しているのか、と観点があります。

次に、人物を扱っているのは幾つの単元があるか、漫画とか図の単元。それから、各単

元の最後のところに、つぶやきとか、こういうことを学んでいきましょうというガイド

が出ています。ということで主にその４つの見方で見させていただいています。 

  まず、東京書籍に関しては、学年が上がるについて、自分自身の内容が初めのうちは

多いのですが、だんだん社会のほうが多くなってきて、その点ではまずは身の回りから

学ぼうという、学習の発達段階に対応して配慮されているということを非常に感じます。

人物については、他者に比べて13名と、割と少なくて、その中でスポーツ選手が占める

のが２名なのです。スポーツ選手の扱いを少なくしていると思いました。それは、今活

躍されている選手がその後どうなるかとか、その辺の心配というかな─ということを

考慮しないといけないと思って、現役の方々よりは、歴史的に名を挙げた方々が、多い

ほうがいいと思いました。 

  漫画とか図の教材は、この者は１学年では多いのですが、学年進行に従って、３年生

と６年生で１個ずつと、非常に少ないんですね。そういう点で、漫画とか図で与えてし

まうと、自分で考える余地がなくなってしまうという考え方がありますので、なるべく

学年が進んだら少なくしてほしいと思います。そういう点では、東京書籍は、非常にう

まくできているなというふうに思いました。 

  ガイドについても、項目は２つだけしか載っていなくて、発展性が、いろいろな考え

方、多様性を引き出せると感じました。 

  ということで、東京書籍が私は一番いいと思いました。 

  学校図書については、分冊があって、分冊の使い方、それからそれに時間を余りかけ

られない中で、いろいろなことを書かなければならない。道徳の授業を見に行くと、何

を書いたらいいかわからないという子どもたちが、結構多いのです。そういうところに

時間をかけ過ぎるよりも、みんなで話し合って多様性を出していくという点で、３者に

分冊があるのですが、その点では余り書く部分を多くしないほうがいいかなという点で、
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学校図書はどうかなと思いました。それから、発達段階への配慮である、身の周りから

はじめるということは余り感じられないということはあります。 

  教育出版ですが、ここも同じように社会にかかわる教材が非常に多くて、学年間の差

が多くなる。そういう点では、発達段階での考慮、配慮というのは見られない。ここは

登場人物が非常に多くて、全学年で33名を扱っています。最も多い。特に６学年は35単

元中18名、半分近くは人物で占められていて、少し減らしてほしい。実は２年前は全部

で12名だったのです。その反動かなというふうに思うのですが、人物に頼ってしまって

いるところが多いと思いました。 

  光村図書出版は、生命や自然の部分が少なくて、発達段階に応じた配慮が余りされて

いないと感じます。漫画や図を中心にした教材が多くて、６年間で30あります。これは

多いのではないかな。先ほど申し上げたように、学年が進んだら文章で学んで、そこか

らいろいろな考え方を引き出すという余地を残すという点で、漫画とか図という教材を

中心にして学ぶよりも、学年が進んだら少なくしてほしいと感じました。 

  日本文教出版は、分冊になっていて、それに時間をとられやすい。それから、生命、

自然に対する観点の単元が割と少なくて、学年が進んだら、多くしてほしいと思います。 

  光文書院は、学年によるばらつきがあります。社会とのかかわりの部分は多くて、初

めの学年から非常に多いと思いました。それから、40単元分の内容が出ています。採択

したときに学校によってどれを選ぶか、差が出てくる可能性があるということで、学び

方、学ばせ方の配慮をかなり必要とするということがあり、工夫が必要だと感じます。 

  学研教育みらいは、１学年、２学年という自分自身の言葉が多くて、３学年以降は社

会とのかかわりは多いのです。そういう点では、子どもの発達段階に非常に考慮してい

ると感じました。ただ、登場人物が、一番多くて全学年で35人出てくるわけですけれど

も、人に頼っているところが問題です。漫画や図の教材も多くて、学年が進行するにつ

れて減っているのですが、６年でも２つほど出ているので、考慮していただきたいと思

います。 

  最後に、廣済堂あかつきです。ここも分冊で、それに時間をかけず、子どもたちの意

見をいかにして出していただくのかというところに、工夫をしていただきたい。ここは

自分自身の考え、自分自身と身の周りに関する単元が多くて、６学年でも一番多い。そ

うすると、発達段階を考えると、自然や生命に関する内容を多くしてほしい。全体的に

見渡して東京書籍が一番武蔵野市の子どもたちに合っていると感じました。 
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  以上です。 

○竹内教育長 ほかいかがでしょうか。 

  清水委員、どうぞ。 

○清水委員 道徳において、児童が多面的・多角的に深く考え、深く議論していくような、

そういう授業をしていくときに、先生がどういうことを子どもに聞くかということが、

実はとても大切だと思います。そういうところで比べていったときに、東京書籍は『考

えよう』ということで、大体２つ聞いているんですね。この２つが多いとか少ないとか

というんじゃなくて、この聞いている中身がなかなかよいということと、実はここで聞

いたことから、さらに次の質問、次の質問と要するに深めていく、そういったことが授

業の中で行われていくべきだろうと。そういうことができるような、考えようというの

になっているのが、東京書籍だと思いました。私も、東京書籍がよいと思います。 

○竹内教育長 小出委員、どうぞ。 

○小出委員 道徳は、考え、話し合うのが一番大切だと思っておりますので、武蔵野市の

子どもたちには東京書籍が一番合っていると思っております。 

○竹内教育長 ありがとうございます。 

  それでは、お諮りいたします。 

  これまでにいただいた皆様のご意見を伺った結果、特別の教科 道徳につきましては

東京書籍を採択する教科書の候補に決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

  これで特別の教科 道徳にかかわる協議を終了いたします。 

  それでは、以上で協議事項１、令和２年度使用小学校教科用図書採択の候補について

にかかわる協議を終了いたします。 

  これで本日の協議事項は終了いたしました。 

  ここで10分の間、休憩いたします。 

午後 ０時１７分休憩 

午後 ０時２７分再開 

○竹内教育長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

────────────────────────────────────────────── 

◎議案第11号 令和２年度使用小学校教科用図書採択について 
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○竹内教育長 次に、議案に入りたいと思いますが、資料をお願いいたします。 

  資料はもう配られていますね。 

  それでは、議案第11号 令和２年度使用小学校教科用図書採択についてを議題といた

します。 

  説明をお願いします。 

  指導課長。 

○秋山指導課長 それでは、議案第11号 令和２年度使用小学校教科用図書採択について、

ご説明いたします。 

  この議案は、令和２年度から５年度に使用する小学校教科書について採択をお願いす

るものでございます。 

  それでは、議案書をごらんください。 

  先ほどの協議の結果、決定いたしました種目ごとの教科書の候補につきまして確認し、

説明にかえさせていただきます。 

  種目、発行者の順に読み上げてまいります。 

  国語、光村図書出版株式会社。 

  書写、光村図書出版株式会社。 

  社会、東京書籍株式会社。 

  地図、株式会社帝国書院。 

  算数、東京書籍株式会社。 

  理科、大日本図書株式会社。 

  生活、光村図書出版株式会社。 

  音楽、教育出版株式会社。 

  図画工作、開隆堂出版株式会社。 

  家庭、開隆堂出版株式会社。 

  保健、株式会社学研教育みらい。 

  外国語、光村図書出版株式会社。 

  道徳、東京書籍株式会社でございます。 

  なお、採択いただきました場合、この結果につきましては、８月31日までに東京都教

育委員会に報告いたします。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○竹内教育長 ただいまの説明について、ご意見、ご質問がございましたらお願いいたし

ます。 

（「なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、ご意見、ご質問ございませんようでしたら、皆様にお諮りいた

します。 

  議案第11号 令和２年度使用小学校教科用図書採択についてを議案のとおり決定した

いと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

────────────────────────────────────────────── 

◎議案第12号 令和２年度使用中学校教科用図書（特別の教科 道徳以外）採択

について 

○竹内教育長 次に、議案第12号 令和２年度使用中学校教科用図書（特別の教科 道徳

以外）採択についてを議題といたします。 

  説明をお願いします。 

○秋山指導課長 よろしいですか。 

○竹内教育長 指導課長。 

○秋山指導課長 それでは、議案第12号 令和２年度使用中学校教科用図書（特別の教科

道徳以外）採択について、ご説明いたします。 

  この議案は、令和２年度に使用する中学校教科書について採択をお願いするものでご

ざいます。中学校については、令和３年度から新学習指導要領が全面実施されます。そ

れに伴い、令和３年度から使用する教科書は来年度、令和２年度に採択を行います。つ

まり、今回の採択は１年間限定で使用する教科書の採択でございます。 

  また、今回の教科用図書採択では、全ての教科用図書が平成27年度採択時より内容の

変更がされておりません。武蔵野市立小学校及び中学校教科用図書採択要綱第２条に、

採択に関し必要な事項を協議するため、教科用図書採択協議会を設置する。ただし、文

部科学省の検定を経た新たな教科用図書がない場合は、この限りではないと定められて

おりますので、教科用図書採択の手続を一部簡略化し、既存の調査資料を利用します。 

  ８月８日に開催した臨時会では、平成27年度に採択した際の調査研究資料、採択協議

会の協議内容の資料、そして現在使用している全中学校からの意見をもとに、ご協議い
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ただきました。 

  臨時会における協議では、各学校からの意見を見ると、ほとんど問題がなく、多くの

先生方が今の教科書でしっかりと教材研究を行い、授業に取り組んでいる。来年度、１

年間だけの使用で、次は新たな教科書になるのだから、継続使用が適当である等の趣旨

のご意見をいただき、現在使用している教科書を継続して使用することが望ましいと協

議がまとまりました。 

  それでは、議案書をごらんください。 

  現在、中学校で使用している教科書を一覧にしたものでございます。 

  種目、発行者の順に読み上げてまいります。 

  国語、光村図書出版株式会社。 

  書写、光村図書出版株式会社。 

  社会（地理）、株式会社帝国書院。 

  社会（歴史）、東京書籍株式会社。 

  社会（公民）、東京書籍株式会社。 

  地図、東京書籍株式会社。 

  数学、東京書籍株式会社。 

  理科、東京書籍株式会社。 

  音楽（一般）、教育出版株式会社。 

  音楽（器楽）、教育出版株式会社。 

  美術、日本文教出版株式会社。 

  保健体育、株式会社学研教育みらい。 

  技術・家庭（技術）、開隆堂出版株式会社。 

  技術・家庭（家庭）、開隆堂出版株式会社。 

  英語、株式会社三省堂でございます。 

  なお、採択いただきました場合、この結果につきましても、８月31日までに東京都教

育委員会に報告いたします。 

  説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○竹内教育長 事務局の説明について、ご意見、ご質問がございましたらお願いいたしま

す。 

（「なし」の声あり） 
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○竹内教育長 それでは、ご意見、ご質問ございませんようでしたら、皆様にお諮りいた

します。 

  議案第12号 令和２年度使用中学校教科用図書（特別の教科 道徳以外）採択につい

てを、議案のとおり決定したいと思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○竹内教育長 それでは、そのように決定いたします。 

────────────────────────────────────────────── 

◎閉会の辞 

○竹内教育長 これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

  令和元年第３回教育委員会臨時会を閉会いたします。 

  本日はお疲れさまでございました。 

午後 ０時３３分閉会 
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